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平成 23 年 2 月号
鹿児島県志布志市

鬼は～そと～！
　　　　　　福は～うち～‼

（写真：２月３日は節分。新聞紙で作った豆で鬼退治！（有明保育園））



　

１
月
９
日
、
市
制
５
周
年
を
記
念
し
て
招

致
し
実
現
し
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の

公
開
生
放
送
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
本
選
出
場
20
組
に
対
し
て
応
募
総
数

は
６
７
７
組
、
そ
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た

２
５
０
組
の
皆
さ
ん
が
、
収
録
前
日
の
予
選

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

観
覧
自
由
で
行
わ
れ
た
予
選
会
は
、
出
場

者
と
そ
の
応
援
に
来
た
人
で
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
の
超
満
員
。
本
選
出
場
を
賭
け
て
、
全

力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
舞
台
に
拍

手
や
歓
声
を
送
り
な
が
ら
、
６
時
間
を
超
え

る
長
時
間
に
及
ん
だ
予
選
会
は
、
本
番
以
上

と
も
思
え
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
番
当
日
、
厳
し
い
選
考
を
通
過

し
た
20
組
の
皆
さ
ん
が
カ
メ
ラ
の
前
で
熱

唱
。
見
事
に
歌
い
あ
げ
る
人
、
緊
張
し
て
音

程
が
外
れ
る
人
、
一
心
不
乱
に
踊
る
強
烈
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
爆
笑
を
誘
う
な
ど
収
録

は
盛
り
上
が
り
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
は
鐘
の

数
に
関
係
な
く
そ
の
場
を
存
分
に
楽
し
ん
で

い
る
様
に
見
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、歌
い
終
わ
っ
た
後
の
ト
ー
ク
で
は
、

出
場
に
至
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、

今
は
亡
き
家
族
へ
の
想
い
を
語
り
な
が
ら
涙

ぐ
む
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
で
送
ら
れ
た
今
年
１

回
目
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
は
、
亡
く
な
っ
た

お
婆
ち
ゃ
ん
へ
の
想
い
を
乗
せ
て
「Love

～w
inter	song

～
」
を
歌
っ
た
鹿
屋
市
の

有
川
千
帆
さ
ん
の
優
勝
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

のど自慢がやってきた‼
市制５周年記念・NHK 鹿児島放送局開局 75 周年記念

NHK のど自慢公開生放送開催

新
橋
地
区
鬼
火
焚
き

　

新
橋
地
区
の
水
田
に
設
け
た
会
場
で
、

１
月
８
日
、
毎
年
恒
例
の
鬼
火
焚
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

鬼
火
焚
き
は
、
竹
の
櫓
に
火
を
つ
け
、
そ

の
破
裂
す
る
音
で
鬼
を
追
い
出
し
、
一
年
の

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事
で
す
。

　

日
が
暮
れ
る
ま
で
の
間
、
親
子
に
よ
る

「
い
ろ
は
う
た
」
カ
ル
タ
大
会
や
、
城
南

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
の
披
露
な

ど
が
催
さ
れ
、
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
で

冷
え
込
む
会
場
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

日
が
沈
み
、
神
事
を
終
え
た
後
、
厄
年

や
年
男
、
年
女
の
住
民
を
は
じ
め
と
し
た

数
人
が
櫓
に
一
斉
に
火
を
つ
け
る
と
、
夜

空
に
高
ら
か
に
火
柱
を
上
げ
て
今
年
一
年

の
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

今年も元気に過ごせますように…

来
店
客
に
音
楽
の
お
年
玉

　

１
月
３
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ

ア
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
「
ク
レ
ア
」
に
よ
る
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
商
工
会
が
「
き
ば
れ
商
店
街
活
力
再

生
支
援
事
業
」
と
し
て
ア
ピ
ア
と
の
協
賛

に
よ
り
開
催
し
た
も
の
で
、「
プ
ロ
の
演
奏

を
聞
い
て
、
穏
や
か
な
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
は
、
前
山
芳
久

商
工
会
経
営
支
援
課
長
の
開
演
前
の
弁
。

　

鹿
児
島
文
化
振
興
財
団
登
録
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
結
成
さ
れ
た
同
グ
ル
ー
プ
の
フ
ル

ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
の
木
管
楽
器
に
ホ
ル
ン
を
加
え

た
木
管
五
重
奏
の
華
や
か
か
つ
温
か
い
響

き
は
、
初
商
で
賑
わ
う
店
内
の
中
で
、
静

か
な
時
間
を
演
出
し
ま
し
た
。

すばらしい演奏に魅了されました

ゲスト：橋　幸夫さん ゲスト：水森　かおりさん

司会
松本　和也アナウンサー

優勝した有川さん

期待と不安と緊張の中、放送が始まりました‼
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出場者それぞれの想いを乗せた歌
が、会場を沸かせました。

新
春
を
告
げ
る
福
神
舞

　

１
月
14
日
、
有
明
町
伊
崎
田
の
西
山
之

口
自
治
会
で
伝
統
行
事
の
福
神
舞
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

福
神
舞
は
、
小
正
月
の
厄
払
い
の
日
の

夜
に
行
わ
れ
、
伊
崎
田
の
伝
統
行
事
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
来
ま
し
た
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
混
乱
で
長
い
間
途
絶
え
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
行
事
は
、
昭
和
60
年
代

に
入
り
、
そ
の
消
滅
を
惜
し
む
同
自
治
会

有
志
に
よ
っ
て
復
活
し
た
も
の
で
す
。

　

小
学
生
扮
す
る
福
の
神
一
行
は
各
戸
を

訪
れ
、
中
学
生
が
扮
す
る
二
才
神
の
先
導

で
田
之
神
が
座
敷
に
上
が
り
こ
ん
で
踊

り
、
戸
外
か
ら
小
学
生
が
扮
す
る
福
の
神

達
が
「
十
の
数
え
歌
」
を
歌
っ
て
景
気
づ

け
な
が
ら
、
繁
栄
と
息
災
を
祈
願
し
ま
し

た
。

市
内
の
伝
統
芸
能
が
一
堂
に
会
す

　

1
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
第
3
回
志

布
志
市
民
俗
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
に
は
、
神
舞
（
神
楽
）
な
ど
26
の

伝
統
芸
能
の
保
存
会
が
存
在
し
ま
す
。
各

地
区
の
芸
能
が
一
堂
に
会
し
、
発
表
の
場

を
設
け
る
こ
と
で
普
及
や
活
動
の
活
性
化

を
図
り
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
郷
土
の

芸
能
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
同
大
会
は
市
の
合
併
時
よ
り
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

食
事
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
田
之
浦
山
久

保
集
落
壮
年
部
の
協
力
を
得
た
当
日
は
、

保
存
会
の
中
か
ら
9
団
体
が
出
演
し
、
地

域
を
飛
び
出
し
た
多
彩
な
芸
能
が
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

滑稽な劇が繰り広げられた「ちろい倒し」

座敷で踊る田之神様
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志
布
志
に
も
伊
達
直
人
現
る

　

１
月
17
日
、
市
の
母
子
生
活
支
援
施
設

に
、「
伊
達
直
人
」
を
名
乗
る
方
か
ら
「
こ

こ
で
生
活
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
」
と
、
鹿

児
島
市
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
木
下
大
サ

ー
カ
ス
」
の
入
園
チ
ケ
ッ
ト
の
寄
附
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
所
者
の
皆
さ
ん
は
、
い
た
だ
い
た
チ

ケ
ッ
ト
で
同
23
日
に
サ
ー
カ
ス
を
観
覧
。

子
ど
も
達
は
、
初
め
て
見
る
サ
ー
カ
ス
に

興
奮
し
た
様
子
で
、
善
意
の
お
心
遣
い
の

お
か
げ
で
、
思
い
出
と
な
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。　

「ありがとう、伊達直人さん！」（入所者一同より）

き
み
ま
ろ
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

昨
年
12
月
に
、
志
布
志
市
松
山
町
出
身

の
綾
小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
か
ら
、
ふ
る
さ

と
志
基
金
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
き
み
ま
ろ

さ
ん
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
左
記
の

と
お
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
志
基
金
寄
附
金
へ
は
、
き
み

ま
ろ
さ
ん
を
始
め
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん

の
「
志
」
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
頂
い

た
寄
附
金
は
、
観
光
や
生
活
環
境
、
福
祉
、

教
育
文
化
に
関
す
る
事
業
等
に
使
わ
れ
ま

す
。

　

今
後
も
き
み
ま
ろ
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
綾
小
路
き
み
ま
ろ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

http://w
w
w
.kim
im
aro.com

/

温かい志をありがとうございます

森山小卒業生から寄附

　母校である森山小学校の教育活動
に役立ててほしいと、卒業生で東京
都在住の鋪根昭夫さんから、浄財の
寄附があり、１月 14 日、同校へ目
録が伝達されました。
　いただいた寄附は、鋪根さんの意
思に沿うように、「鋪根文庫」とし
て図書を購入し、子どもたちの読書
活動の一環として活用する予定で
す。
　大先輩からの心遣いに、子ども達
も大喜びです。

温かい志に感謝いたします

冬季こころざしアップ志布志講座

　１月６日から１月７日までの２日
間、中学３年生の希望者を対象に市教
育委員会主催の「第６回こころざし
アップ志布志講座」を実施しました。
　市内中学校教師の指導の下、参加
した生徒たちは、他校の生徒たちや
先生方と切磋琢磨し合いながら学ぶ
ことができ、参加した生徒からは、
「苦手な部分を徹底して勉強できま
した。」「パソコンを使った解説がわ
かりやすかったです。」などの感想
が聞かれました。

全員の合格を祈ります

サッカースクール開催

　１月 14 日、志布志運動公園で、
プロのサッカー選手によるサッカー
スクールが開催されました。
　これは、志布志市サッカー協会の
主催で、市内で新春キャンプを行っ
ていた、高崎寛之選手、常盤聡選手、
橋本真人選手の 3人の J リーガーを
迎えて開催されたものです。
　参加した市内のサッカーチーム４
チーム 50 人の皆さんは、本物のＪ
リーガーに感激しながら、プロの技
を学びました。

子ども達に指導する高崎選手

志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大
会

　

第
６
回
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大

会
が
１
月
10
日
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
周
辺
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
小
学
生
区
間
１
．
５
２
Ｋ
ｍ
×
５
名

と
中
学
・
一
般
区
間
２
．
７
２
Ｋ
ｍ
×
５

名
の
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
申
込
者
は

89
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
当
日
は
オ
ー
プ
ン

参
加
７
チ
ー
ム
を
加
え
、
約
５
０
０
名
の

参
加
で
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
女
性
体

育
指
導
員
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞

い
と
、
若
葉
会

に
よ
る
お
茶
の

振
る
舞
い
が
あ

り
、
参
加
者
に

お
お
い
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
賞
者

及
び
特
別
賞
は

下
記
の
と
お
り

で
す
。

■
小
学
女
子

１
位　

鹿
屋
寿
北
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
Ａ　
　

　

29
分
25
秒

2
位　

高
山
Jr
陸
上
Ｄ　
　
　

30
分
12
秒

3
位　

鹿
屋
寿
北
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
Ｂ　
　

30
分
40
秒

■
小
学
男
子

1
位　

鹿
屋
寿
北
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
Ａ

26
分
45
秒

2
位　

高
山
Jr
陸
上
Ａ　
　
　

28
分
08
秒

3
位　

曽
於
中
央
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ　

　

30
分
06
秒

■
中
学
女
子

1
位　

高
山
中
学
校
Ａ　
　
　

53
分
17
秒

2
位　

田
之
浦
中
学
校
女
子

１
時
間
05
分
02
秒

3
位　

志
布
志
中
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
Ａ

１
時
間
08
分
23
秒

■
中
学
男
子

1
位　

高
山
Jr
陸
上
ク
ラ
ブ　

46
分
35
秒

2
位　

松
山
中
学
校
陸
上
部　

47
分
52
秒

3
位　

高
山
中
学
校
Ｂ　
　
　

48
分
07
秒

■
一
般
女
子

1
位　

尚
志
館
ク
ラ
ブ　
　
　

54
分
13
秒

2
位　

チ
ー
ム
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ　

Ｂ

　
　
　
　

１
時
間
22
分
38
秒

3
位　

該
当
な
し　

■
一
般
男
子

1
位　

尚
志
館
ク
ラ
ブ
Ａ　
　

44
分
35
秒

2
位　

志
布
志
マ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　

49
分
01
秒

3
位　

尚
志
館
ク
ラ
ブ
Ｂ　
　

50
分
53
秒

■
申
告
タ
イ
ム
賞

●
小
学
生
の
部　

誤
差
０
秒

　

山
重
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

Ｂ

●
中
学
一
般
の
部　

誤
差
25
秒

　

高
山
Jr
陸
上
ク
ラ
ブ

そ
の
他　

飛
賞
・
当
日
賞
・
敢
闘
賞
が
あ

り
ま
し
た
。

多くのランナーが一本のタスキに思いを込めて一斉にスタートしました（中学生・一般の部）

２位以下を大きく引き離してゴール‼（一般の部）

お茶やぜんざいの振る舞いは大好評！
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寒さも忘れ、元気に走り抜けました（小学生の部）
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尾
野
見
小
で
「
緑
の
教
室
」

　

1
月
27
日
、
曽
於
地
区
森
林
組
合
が
行

っ
て
い
る
「
緑
の
教
室
」
の
一
環
で
、
尾

野
見
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
シ
イ
タ
ケ
の

「
駒
う
ち
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
体
験
を
通
じ
て
森
林
の
働

き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
組
合
の
職
員
が
用
意

し
た
ク
ヌ
ギ
の
原
木
に
穴
を
開
け
る
作
業
で

は
、
中
高
学
年
の
皆
さ
ん
も
ド
リ
ル
を
手
に

挑
戦
し
、
次
々
と
穴
を
開
け
て
原
木
に
シ
イ

タ
ケ
菌
糸
の
入
っ
た
種
駒
を
手
や
ハ
ン
マ
ー

で
打
ち
こ
み
ま
し
た
。

　

3
年
生
の
中
坂
元
さ
ん
は
、「
初
め
て

の
体
験
で
楽
し
か
っ
た
。
シ
イ
タ
ケ
が
好

き
な
の
で
、
大
き
く
な
る
の
が
楽
し
み
で

す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1 本は自宅に持ち帰って育てるそうです

伝
統
の
伊
﨑
田
和
紙
で
卒
業
証
書

　

1
月
19
日
、
伊
﨑
田
中
学
校
の
３
年
生

14
人
が
、
卒
業
証
書
に
使
用
す
る
伊
﨑
田

和
紙
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
が
和
紙
づ
く
り
に
挑
戦

す
る
の
は
小
学
校
の
卒
業
証
書
を
作
っ
た

時
以
来
3
年
ぶ
り
。
保
存
会
長
の
田
中
昭

臣
さ
ん
等
3
人
の
会
員
の
指
導
の
下
、
原

料
と
な
る
楮か

じ

の
木
の
皮
か
ら
繊
維
を
取
り

出
し
て
準
備
が
で
き
る
と
、
次
々
に
紙
漉

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

瀬
口
玉
江
さ
ん
は
、「
紙
漉
き
が
一
人

で
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か

う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
。
3
回
目
の
挑
戦

で
コ
ツ
を
掴
ん
で
う
ま
く
で
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
分
で
作
っ
た
紙
で
で
き
た
卒
業
証
書

を
、
皆
さ
ん
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

7　市報しぶし■ 2011.2

紙漉きは、見た目以上に難しい！

クラブユース新人大会優勝

　昨年 12 月 11 日から 23 日の日
程で開催された第 20 回九州クラブ
ユース（Ｕ -14）新人サッカー大会
鹿児島県予選で、大隅ニフスフット
ボールクラブ（塩川勝行監督）が優
勝しました。
　同チームは、鹿屋体育大学を拠点
に活動し、志布志中学校の１、2年
生 5人が所属しています。
　大隅半島から優勝チームが出たの
は実に 11 年ぶりの事で、２月には九
州大会への出場が決定しています。

市内在住の選手が優勝報告を行いました

県下高等学校柔道選手権大会優勝

　1月 15 日、16 日に鹿児島アリー
ナで開催された第 51 回県下高等学
校柔道選手権大会で鹿児島実業高校
２年生の前田力丸さん（志布志中出
身）が 60㎏級で優勝しました。
　優勝により、3月に東京都の日本武
道館で開催される全国高等学校柔道
選手権大会出場が決定した前田さん
は、「家族、先生、志布志から応援し
てくださった方々に少し恩返しがで
きました。夢の舞台で楽しんで柔道
をしてきます」と抱負を語りました。

全国大会の活躍が期待される前田さん

「春の祭典」で３年連続金賞受賞

　１月 16 日に宝山ホールで開催さ
れた第 44 回鹿児島県中学校音楽コ
ンクール「春の祭典」で、有明中学
校２年Ａ組の皆さんが合唱２年の部
で金賞を受賞しました。
　同校は出場から２年間連続で金賞
を受賞し、今回はプレッシャーがか
かる中で３年連続となる受賞です。
　この出場を通して合唱の本当の楽
しさや、クラスの団結や仲間の大切
さを学ぶことができたと、皆さんは
喜びを語りました。

これからも歌声溢れる学校であり続けます

第
10
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

10
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
、
第
10
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
ゆ
め
半
島

千
葉
大
会
」
に
志
布
志
市
か
ら
持
留
慎
吾

さ
ん
が
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
ア
キ
ュ

ラ
シ
ー
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・
セ
ブ
ン
で
１
位
、

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
メ
ン
ズ
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
３
位
入
賞
、
髙
吉
修
平
さ
ん
が
水
泳

競
技
50
ｍ
背
泳
ぎ
で
３
位
、
50
ｍ
平
泳
ぎ

で
は
４
位
入
賞
と
活
躍
し
ま
し
た
。

　

水
泳
協
会
会
長
で
、
髙
吉
さ
ん
の
小
学

生
の
頃
か
ら
コ
ー
チ
で
も
あ
る
牧
之
瀬
幸

男
さ
ん
は｢

千
葉
で
の
大
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で

は
あ
っ
た
が
そ
の
中
で
も
よ
く
頑
張
っ

た
。
次
の
大
会
に
向
け
て
ま
た
練
習
を
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

入賞した持留さん（左）と高吉さん（右）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
資
質
向
上
研
修

　

１
月
22
日
、
有
明
開
田
の
里
公
園
に
て

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
資
質
向
上
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
午
前
に
藍
染
の
研
修
を
行

い
、
様
々
な
技
法
を
学
ん
だ
あ
と
、
午
後

は
自
分
た
ち
の
活
動
を
広
め
、
多
く
の
人

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
事
を
目
指
し
、
今
ま
で
の
活
動
を
ま
と

め
た
新
聞
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
志
布
志
高
校
３
年
生

の
牧
枝
み
き
さ
ん
は
、「
藍
染
研
修
は
、
仕

上
が
り
が
ど
の
よ
う
な
模
様
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
面
白
い
研
修
で
し
た
。
新
聞
作

り
で
は
、
改
め
て
活
動
回
数
の
多
さ
に
驚

い
た
と
同
時
に
、
そ
れ
だ
け
地
域
に
密
着

し
た
活
動
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

泰
野
地
区
で
そ
ば
打
ち
体
験

　

１
月
９
日
、
松
山
町
の
泰
野
地
区
公
民

館
で
そ
ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
泰
野
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り

委
員
会
が
収
穫
か
ら
そ
ば
づ
く
り
ま
で
の

一
連
の
作
業
を
通
じ
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
や
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
よ
う
と
今

年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
初
め
て
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

大
人
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
そ
ば
打
ち

を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
そ
ば
は
、
そ
の
後
開
催

さ
れ
た
鬼
火
焚
き
で
振
る
舞
わ
れ
、
参
加

者
ら
は
美
味
し
く
そ
ば
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
寒
空
の
下
で
暖
を
と
り
ま
し
た
。

難しい、けど楽しいっ！

葉
た
ば
こ
播
種
式　

　

志
布
志
市
葉
た
ば
こ
振
興
会
が
、
１
月

24
日
、
松
山
た
ば
こ
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
会

員
や
関
係
者
が
多
数
出
席
す
る
中
、
葉
た

ば
こ
の
播
種
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
現
在
会
員
25
人
が
約
35
㏊
の

葉
た
ば
こ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
、
会
員
・
関
係
者
が

種
と
土
を
混
ぜ
、
ハ
ウ
ス
内
に
敷
き
詰
め

た
育
苗
箱
に
豊
作
の
願
い
を
込
め
て
種
を

播
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
振
興
会
の
森
村
和
裕
会
長

は
「
昨
年
は
、
長
雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り

収
量
が
上
が
ら
ず
、
厳
し
い
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
JT
と
の
契
約
を
守
り
、

安
心
・
安
全
な
葉
た
ば
こ
生
産
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

豊作を願い種を播く関係者

素敵な模様ができました

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と火曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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今回火災が発生したリコール社告製品

N
e
w

s
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カーラーの救命曲線

き
、
装
着
し
た
と
こ
ろ
電
気
シ
ョ
ッ
ク
不

要
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
た
め
シ
ョ
ッ

ク
は
行
わ
ず
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
継
続

し
た
結
果
、
呼
吸
が
回
復
し
、
救
急
隊
が

駆
け
付
け
た
時
に
は
、
す
で
に
意
識
が
は

っ
き
り
し
た
状
態
に
。
搬
送
さ
れ
た
病
院

を
、
3
日
後
に
は
無
事
退
院
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

豊
美
さ
ん
は
昨
年
9
月
に
救
急
救
命
の

再
講
習
を
受
け
た
ば
か
り
で
、「
実
際
の

場
に
い
る
と
焦
っ
て
し
ま
う
が
、
自
分
達

が
し
な
い
と
誰
が
す
る
の
か
？
と
い
う
思

い
で
救
命
に
あ
た
っ
た
」
と
、
夫
婦
で
当

時
を
振
り
返
っ
て
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
通
報
を
受
け
て
救
急
隊
が
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
は
約

9
分
。
経
過
時
間
と
死
亡
率
の
関
係
を
示

し
た
「
カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲
線
（
左
図
）」

に
よ
る
と
、
心
臓
停
止
で
こ
の
間
に
何
も

処
置
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
死
亡
率

は
１
０
０
％
で
、
３
人
の
迅
速
適
格
な
処

置
に
よ
り
人
命
が
救
わ
れ
た
見
事
な
事
案

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

仮
屋
正
文
消
防
長
は
、
３
人
の
活
躍
に

賛
辞
を
贈
り
な
が
ら
「
心

肺
停
止
の
場
合
、
放
っ
て

お
け
ば
間
違
い
な
く
死
亡

し
て
し
ま
う
の
で
、
多
く

の
人
に
講
習
を
受
け
て
も

ら
い
、
意
識
が
な
か
っ
た

ら
怖
が
ら
ず
に
救
命
に
あ

た
っ
て
ほ
し
い
」
と
救
急

救
命
の
大
切
さ
を
語
り
ま

し
た
。

　

心
肺
停
止
状
態
の
男
性
を
救
命
し
た
と

し
て
、
処
置
に
あ
た
っ
た
３
人
に
対
し
、

１
月
19
日
、
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

処
置
に
あ
た
っ
た
の
は
、
有
明
町
消
防

団
第
2
分
団
員
の
春
田
豊
美
さ
ん
と
妻
で

看
護
師
の
春
田
ひ
で
子
さ
ん
、
東
京
都
在

住
で
看
護
師
の
馬
庭
節
子
さ
ん
（
表
彰
時

は
欠
席
）
の
3
人
。

　

昨
年
12
月
22
日
、
曽
於
市
斎
苑
に
同
一

故
人
の
親
族
と
し
て
来
て
い
た
と
こ
ろ
、

同
じ
く
会
場
に
い
た
80
歳
代
の
男
性
が
ロ

ビ
ー
で
意
識
不
明
に
。
帰
る
準
備
を
し
て

い
た
春
田
夫
妻
が
異
変
を
聞
き
、
駆
け
つ

け
た
と
こ
ろ
、
呼
吸
、
脈
拍
と
も
に
な
か

っ
た
た
め
、
馬
庭
さ
ん
も
加
わ
り
気
道
確

保
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ひ
で
子
さ
ん
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行

表彰された春田夫妻

① ② ③

心
臓
停
止

呼
吸
停
止

多
量
出
血

（％）100

75

50

25

0

〔
死
亡
率
〕

１分 ３分 ５分 10分 15 分 30 分 １時間
〔時間経過〕

①心臓停止後約３分で 50％死亡

②呼吸停止後約 10分で 50％死亡

①多量出血後約 30分で 50％死亡

迅速適格な処置で人命救助‼

リ
コ
ー
ル
社
告
製
品
に
ご
注
意
！
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
よ
り

　

昨
年
、
管
内
で
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
出
火
し
た
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。　

　

消
防
署
で
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
リ
コ
ー
ル
社
告

が
出
さ
れ
て
い
る
製
品
で
、
メ
ー
カ
ー
へ
連
絡
を

取
り
、
無
償
で
ボ
イ
ラ
ー
を
交
換
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

全
国
で
は
日
常
使
用
し
て
い
る
製
品
か
ら
の
発

煙
・
発
火
が
報
告
さ
れ
、
リ
コ
ー
ル
社
告
製
品
と

し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
家
庭
内
の

製
品
を
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
製
品
の
製
造
番
号
、
不
具
合
の
内
容
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る

か
各
メ
ー
カ
ー
及
び
販
売
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部	

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
０
１
１
９

●
南
部
消
防
署
（
志
布
志
市
・
大
崎
町
）	

℡
０
９
９
―
４
７
７
―
０
１
１
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
全
国
一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
５
月
末
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

購
入
す
る
際
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
表
示
で

「
煙
式
」・「
熱
式
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

下
記
の
「
NS
マ
ー
ク
」
が
あ
る
も
の
を
推
奨
し
ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

●
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
５
５
７
７

●
南
部
消
防
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
４
７
７
―
０
１
１
９

●
市
役
所
総
務
課
消
防
防
災
係　
　
　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１

NS マーク

DX-403D
DF-403D
DX-403DF
AX-402A
FK-405A

PDX-403D
PDF-403D
EX403A
FC-406A
WBF-400C

設置場所 種類
・寝室（必須）
・階段（必須） 煙式

台所又は火災以外の
煙を感知し警報を発
するおそれのある場
所（推奨）

煙式
または

熱式
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平
成
23
年
消
防
出
初
式

　

1
月
6
日
、
松
山
町
城
山
総
合
公
園
で

平
成
23
年
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
で
３
７
１
人

の
消
防
団
員
が
入
場
行
進
を
行
い
、
観
閲

の
後
に
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
松
山
方
面

隊
新
橋
分
団
と
山
重
小
学
校
の
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
規
律
訓
練
を
披
露
し
た
ほ
か
、

松
山
方
面
隊
に
よ
る
放
水
演
習
で
色
と
り

ど
り
の
放
水
が
行
わ
れ
る
と
、
見
学
に
訪

れ
て
い
た
方
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
松
山
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
状
授
与
式
で

は
、
１
２
６
人
の
消
防
団
員
に
対
す
る
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
の
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
へ

　

１
月
11
日
、
鹿
屋
市
役
所
で
、
大
隅
広

域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
に
係
る
協
定

の
合
同
調
印
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
の
救
急
医
療
体

制
の
維
持
・
確
保
の
た
め
に
、
突
発
的
な

腹
痛
や
発
熱
な
ど
、
夜
間
の
急
病
患
者
の

応
急
処
置
や
電
話
対
応
を
行
う
広
域
の
初

期
救
急
医
療
機
関
と
し
て
、
鹿
屋
市
と
大

隅
地
域
の
２
市
５
町
（
垂
水
市
、
志
布
志

市
、
大
崎
町
、
東
串
良
町
、
錦
江
町
、
南

大
隅
町
、
肝
付
町
）
が
大
隅
定
住
自
立
圏

構
想
の
中
で
鹿
屋
市
医
師
会
を
含
め
て
協

議
を
行
い
、
平
成
23
年
４
月
１
日
に
開
設

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
地
域
医
療
の
充
実
に
期
待
し
ま

す
。

完成イメージ

寒い中お疲れ様でした

力
を
、
本
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
広
く
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
の
交
付

　

ま
た
、
表
彰
状
授
与
式
の
中
で
は
、
消

防
団
に
所
属
し
て
い
る
従
業
員
に
対
し
て

活
動
へ
の
配
慮
や
、
災
害
時
の
資
機
材
の

提
供
な
ど
、
日
頃
か
ら
消
防
団
活
動
へ
積

極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
11
社
の

事
業
所
に
、
消
防
団
協
力
事
業
所
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
「
消
防
団
員
協
力
事
業
所

表
示
証
」
を
交
付
し
ま
し
た
。
消
防
団
活

動
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
本
市
の
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
今
後
も

こ
の
表
示
証
を
広
く
交
付
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
表
示
証
を
交

付
し
た
事
業
所
に
は
消
防
団
活
動
へ
の
協

今後ともご協力をお願いいたします！

消防団協力事業所一覧（順不同）
事業所名 協力内容

株式会社
大隅衛生志布志

災害の資機材の提供
への貢献

有限会社又木ガーデン

消 防 団 に 所 属 し て
い る 従 業 員 に 対 し
て活動への配慮

株式会社天水組

東洋埠頭株式会社
志布志支店

株式会社古木建設
山田水産株式会社
養鰻事業所

株式会社崎田建設

有限会社今井水道
そお鹿児島
農業協同組合

株式会社大隅芝園　

あおぞら農業協同組合

◆制度への問い合わせ先　市役所総務課消防防災係　
　℡ 474-1111（内線 215・216）



11　市報しぶし■ 2011.2

おぎぜんたさんの著書を
同級生が寄贈‼

　おぎさんは、松山
町泰野出身で 1952
年生まれ。岐阜大学
連合大学院、農業研
究科を修了し、現在
アフリカのケニアに
在住で、農業技術者としてザンビア、ソマリア、
ウガンダ、スリランカで農業開発事業に従事し
ています。
　これまでの著書に『その先の曲がり角のバオ
バブの樹の下で』、『飛ぶきつね』、詩『アフリカ
の日本難民』があり、昨年 11 月に４冊目の児童
小説『幸せの器』を出版しました。今回、同級
生 ( 匿名 ) のご厚意により、『アフリカの日本難
民』『幸せの器』を寄贈いただきました。
　ありがとうございました。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「入園・入学」

今月のテーマ図書
「バレンタインデー＆ホワイトデー」

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

２ 月 は 生 涯 学 習 推 進 月 間 　 図 書 館 は 市 民 の 総 合 学 習 セ ン タ ー
一冊の本があなたの人生を変える！　本との出会いを求めて図書館へ行こう‼

おはなし会へ出かけよう！
本館　　　　２月 26 日（土）午後２時～
松山分館　　２月 26 日（土）午後２時～

有明分館　　２月 26 日（土）午前 10 時～
志布志分館　２月 12 日（土）午前 10 時 30 分～
香月分館　　２月 26 日（土）午前 10 時 30 分～
安楽分館　　２月 26 日（土）午前 10 時 30 分～

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」
※子どもの感性をみがき、創造性を高め、読解力をはぐくむために本を読む習慣を身につけさせましょう！

休館日カレンダー（本館）
 February　２月

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

   March　３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

図 書 館

情

報
■ 休館日（本館及び各分館・移動

図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜 ○

○

○
○

○

新刊案内
■「綾戸智恵、介護を学ぶ」

一志　治夫　著
				国民的ジャズシンガーがな
ぜ、たったひとりで母の介護を
続けるのか？ 2010 年３月、病
院に緊急搬送されたとき、母娘
に何が起きたのか？綾戸智恵が
介護生活で直面した数々のギモ
ンを３人の専門家に聞いた！

■「秘密のスイーツ」
林　真理子　著

		神社の石の柱にあいた穴から、
66 年前の戦争中の日本に生き
る雪子へお菓子を送る理沙。小
さなタイムトンネルで結ばれた
２人の友情を描く。

○

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
共
同
発
行
調
印

　

１
月
19
日
、
志
布
志
市
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
官

民
共
同
発
行
の
た
め
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、
市
役
所
で
の
手
続
き

や
相
談
窓
口
な
ど
の
行
政
情
報
の
他
、
歴
史
や
文

化
、
特
産
品
や
観
光
な
ど
の
地
域
情
報
を
掲
載
し

た
冊
子
で
、
作
成
に
お
け
る
市
の
経
費
負
担
は
な

く
、
編
集
や
印
刷
製
本
に
至
る
ま
で
の
経
費
を
、

民
間
事
業
者
が
広
告
収
入
で
賄
っ
て
作
成
す
る
も

の
で
す
。

　

調
印
し
た
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
（
本
社
大

阪
市
）
は
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
同
様
の
冊

子
を
発
行
し
た
実
績
を
持
ち
、
今
後
６
月
に
発
行
、

７
月
か
ら
市
内
全
戸
に
配
布
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
以
後
の
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
手
続
き
の
際

に
随
時
配
布
し
ま
す
。

（祝
昭和の日

）
■平成 23 年度シャンシャン馬・花嫁カップル募集！
　お釈迦祭り実行委員会では、４月 29 日（昭和の日）に開催する「お
釈迦まつり」の「シャンシャン馬・花嫁カップル」を５組募集します。
花婿が馬に乗せた花嫁をひいてパレードするシャンシャン馬行列に参
加して一生に一度の素敵な思い出作りをしてみませんか。
■募集要項
①募集対象　	平成 22 年 5 月 1 日～平成 23 年 7 月 31 日までに結婚、

もしくは結婚が決まったカップル
②募集組数　	5 組　※応募多数の場合は、抽選といたします。
③募集締切　２月 25 日（金）（当日消印有効）
④決定方法　	申込が５組以上の場合は申込者（両名）の出席による「選

考会（抽選会）」を開催し、決定します。
　　　　　　	選考会等の日程につきましては後日応募者にお知らせし

ます。
⑤参加費用　シャンシャン馬カップル (4 組 )　各５万円
　　　　　　仏前結婚式カップル (1 組シャンシャン馬乗馬代含む )6 万円
⑥その他
●	申込書は、志布志市観光特産品協会、市役所港湾商工課及び各支所
地域振興課にあります。	
※詳細につきましては事務局までお問い合わせください。

■問い合わせ先　
　お釈迦祭り実行委員会事務局（志布志市観光特産品協会）
　℡４７９－３２３２

稚児行列参加者募集！
　お釈迦祭り実行委員会では４月 29 日（昭和の
日）に開催する「お釈迦まつり」の「稚児行列」
の参加者を募集しています。参加をご希望の方は
下記までお申し込み下さい。
■募集要項	
①対象　　　2歳から 3歳（体重 17Kg 以下）
②募集組数　18 組
③締切　定員になり次第、締め切ります。（先着順）
④参加費用　1組　3千円
⑤その他　　	籠の担ぎ手は、参加者で手配をお願

いします。（2人）
■申込・問い合わせ先
　金

こんごうじ

剛寺　℡４７２－０１２５
※ 	4 月 29 日の 1週間ぐらい前に衣装の引渡し及
び説明会があります。

調印した市長と福西哲男九州・中国支社長

「暮らしの便利帳」掲載広告募集中！
◆問い合わせ先　株式会社サイネックス

　℡０６－６７６６－３３３３
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○

○

今年も図書館まつりに行こう！
2 月 19 日 ( 土 )・20 日 ( 日）は 

みんな図書館に集まれ！
★読書感想文・感想画コンクール表彰式
　（19 日）９：30 ～
★おはなし会（19 日）10：00 開演
　	大型紙芝居　腹話術　エプロンシアター　ゆび
人形　大型えほん　他

★ブックマーケット（20 日）10：30 開店
　	早いもの勝ち！雑誌や絵本などが一冊５０円以下
で買えるよ。

★ ＜特別企画＞
　一箱古本市開催！お宝本との出会いを求めて
　	一箱の中で、あなたがあなたの本をあなたの値
段で販売できるよ。10 店限定、出店希望者、詳
細は図書館（荒平）まで（先着順受付！）

※	読書感想文・感想画、手作り絵本の展示もあり
ます。
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

平成 22 年度　
志 布 志 市 生 涯 学 習 フ ェ ス テ ィ バ ル

■ 19 日（土）　12:50 ～ 16:50　

生涯学習推進大会
　●	教育功労者・子ほめ等表彰式　
　●表彰伝達（全国表彰者及び団体）
　●学習発表、展示発表
　●文化講演会
「天然記念物とカワゴケソウ科植物」
文化庁文化財部記念物課	文化財調査官　本間	暁
「志布志のすごい自然」

　　　県立博物館	主任学芸主事　寺田	仁志

■ 20 日（日）9:30 ～ 16:50

生涯学習グランドフィナーレ
　●開会行事　●志エッセイコンテスト表彰式
　●舞台発表　●展示発表　
　●ミニ子どもフェスティバル　
　●各種バザー　●お楽しみ抽選会

～応援します！
　あなたの生きがいづくり　

仲間づくり～

 笑顔フォトコンテスト
笑顔の作品大募集 !
■応募締切　２月 12 日（土）
　　　　生涯学習センターまで
■作品出品　Ｗ四切サイズ／
　　　　　　　１人３点まで出品可
■審査方法　2/20	一般投票により決定

つけもの名人コンクール
つけもの名人募集！
■応募締切　　２月４日（金）
■作品納入日　２月 19 日（土）（正午まで）
■納品場所　　生涯学習センター
■審査日時　　２月 20 日 ( 日 )	11 時から 14 時
■審査方法　	　一般投票により決定

２月19日（土）20日（日）
場所：志布志市文化会館・市立図書館本館

ＡＬＴ紹介

Hello!	I	have	really	enjoyed	teaching	English	in	Shibushi.	I	teach	at	many	different	schools	around	
Matsuyama.	Everyone	I've	met,	from	teachers	to	students	to	parents,	has	been	very	wonderful	
and	kind.	 I	 feel	very	comfortable	and	happy	in	Shibushi.	 It	reminds	me	of	my	home	in	North	
Dakota	in	America.	The	children	I	help	teach	are	eager	to	learn	and	very	smart.	It	is	good	to	see	
children	working	hard	and	still	having	fun	while	studying.	I	am	also	learning	a	lot	about	Japan	
and	Japanese	schools,	which	is	very	interesting	and	exciting.	 I	am	looking	forward	to	another	
great	year	in	Shibushi.	Thank	you!

Ryan	Gustafson		

（こんにちは。
　私は志布志市で英語を教えるのをとても楽しんでいます。私は松山地区を中心にいろいろな学
校で教えています。出会った先生も生徒も保護者の皆さんもみんな素晴らしく、そして親切です。
　私は志布志市で快適で楽しい生活を送っています。なぜならここは私の故郷であるアメリカの
ノースダコタを思い出させるからです。子どもたちは学ぶ意欲にあふれ、そして賢いです。子ど
もたちが勉強を精一杯頑張りその結果楽しんでいるのを見るのはとてもいいものです。私も負け
ずに日本や日本の学校のことを勉強したいと思います。それはとても興味深くエキサイティング
なことです。２年目も志布志市において、いい年を送りたいと思います。ありがとうございます。

ライアン　グスタフソン）

ライアン　グスタフソン先生
（平成 22 年８月より赴任）

 博物館がやってきた in 志布志市！
　鹿児島県立博物館では、自然・環境保護が世界的な課題
となっている中、郷土の自然を見つめ、科学する心を育み、
自然と共生する心を培うため、親子自然観察会や環境調査
等の体験活動など、住民参加型で行うとともに、鹿児島の
自然や地域の自然等を紹介する展示活動を志布志市教育委
員会と共同で実施します。（６月に口蹄疫により中止とな
りました事業を再開するものです。）

■自然観察会（事前に申し込みが必要です。）
　●日　　時	 平成 23 年２月 19 日 ( 土 )
	 	 10：00 ～ 12：00
　●集合場所	 志布志市文化会館駐車場
　●募集定員	 	25 人
	 	 （小学生以上、ただし小学生は保護者同伴）
　●募集期間	 平成23年２月２日(水)	～	２月18日(金)
　●内　　容	 	国指定天然記念物「志布志のカワゴケソ

ウ科植物生育地」での自然観察会
	 	 （※	雨天時は中止となります。（不明なと

きは電話で確かめてください。）
■星空観察会（事前に申し込みが必要です。）
　●日　　時	 平成 23 年２月 25 日 ( 金 )
	 	 18：30 ～ 20：00
　●会　　場	 志布志市立香月小学校校庭

　●定　　員	 １００人
　●募集期間	 平成23年２月２日(水)	～２月24日(木 )
　●内　　容	 	屋外で冬の星空観察と、天体望遠鏡を用

いた土星や金星などの観察。
	 	 （※	雨天時は同校体育館において天文教

室を実施します。）
■展示活動
　●期　　間	 平成 23 年 2月 24 日 ( 木 ) ～ 27 日 ( 日 )
	 	 9：00 ～ 17：00
　●会　　場	 	志布志市文化会館　
	 	 １階ロビー及び２階集会室
　●内　　容	 	鹿児島と世界の昆虫、志布志の自然など、

約 5,600 点展示
■楽しい実験
　●期　　間	 平成 23 年 2月 24 日 ( 木 ) ～ 27 日 ( 日 )
	 	 9：00 ～ 17：00
　●会　　場	 志布志市文化会館　１階集会室・和室
　●内　　容	 	液体窒素を使った実験、その他の科学工

作や体験活動
■申込・問い合わせ先
　　志布志市教育委員会　生涯学習課　文化財管理室
　　　　　　　　　　　℡		472-1111（内線 340、343）
　　　　　　　　　　　Fax473-1880

 花いっぱいコンクール
～職場・地域・学校であなたも応募してみませんか～

■応募締切　2月 24 日（木）　
　●学校の部　●地域・職場の部　●ガーデニングの部
■審査日程　３月９日（水）、10 日（木）
■申込先　　教育委員会生涯学習課、生涯学習センター

13　市報しぶし■ 2011.2

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット
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子ども達をいつも優しく見守る北村さんです

Vol46.
北村　美

よしつぐ

次さん（59歳）

サツマイモ栽培・民生委員
八野小学校の米作りのために尽力

輝けヤングハート＆ヘルス事業
　20 歳から 39 歳までの人を対象に、献血を利用した
血液検査と同時にライフスタイル問診・血圧測定・腹
囲測定を行い、健康づくりとともに献血の推進を目指
します。
◆日時　２月 19 日 ( 土 )　午前 10 時～ 12 時
　　　　所要時間は、１人 45 分～１時間程度です。
◆場所　志布志市文化会館「生涯学習推進大会」会場内
◆対象者　20 歳～ 39 歳までの方
　①ライフスタイル問診
　②血圧測定・体重測定・腹囲測定
　③献血による生化学検査※
（ALT・γ -GTP・総蛋白・アルブミン・アルブミン対グロ
ブリン比・総コレステロール・中性脂肪・グリコアルブミン）

　④献血による末梢血検査※
（赤血球数・ヘモグロビン量・ヘマトクリット値・平均
赤血球容積・平均赤血球ヘモグロビン量・平均赤血球
ヘモグロビン濃度・白血球数・血小板数）
※これらの項目は、献血によるものですが、比重不足
などで献血できなかった場合でも、測定されます。
　睡眠不足や食事抜きでは献血ができませんのでご注
意ください。
　また、問診において献血できない
場合もあります。
◆問い合わせ先
本庁保健課保健対策係　℡ 474-1111
（内線 161・164）

　

今
年
閉
校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
市
立
八

野
小
学
校
で
は
、
毎
年
12
月
の
恒
例
行
事

で
、
子
ど
も
達
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作
っ
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餅
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使
い
、
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っ
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い
ま
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ま
っ
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も
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、
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。
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回
ご
紹
介
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村
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次
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、

5
年
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か
ら
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に
田
ん
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し
、
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と
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
村
さ
ん
は
、
5
年
前
か
ら
家
業
を
継
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で
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
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て
い
る
昭
和
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校
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、
そ
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Ａ
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て
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。
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ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
年
前
か
ら
民
生
委
員
を
務
め

て
い
る
北
村
さ
ん
は
、
そ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
西
国
領
俊
子
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代
表
を
努
め

る
、
知
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障
害
者
作
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し
ぶ
し
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ず
く
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と
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き
合
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が
あ
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た
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と
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ら
、
利

用
者
を
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つ
き
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会
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す
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を
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う
ま

く
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図
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の
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、
最
初
は
不

安
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そ
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仲
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な
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く
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。
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に
収
穫
、

そ
の
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の
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穀
な
ど
、
作
業
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補
助
だ
け

で
な
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お
い
し
い
米
が
で
き
る
よ
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に
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間
の
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作
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な
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仕
事
の
合
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を
縫
っ
て
、
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で

皆
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の
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に
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し
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ま
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こ
う
し
た
北
村
さ
ん
の
惜
し
み
な
い
協

力
に
、
当
然
な
が
ら
皆
さ
ん
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大
変
感
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し
て
い
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、
学
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に
行
っ
た
時
な
ど
、
北

村
さ
ん
を
見
つ
け
る
と
「
北
村
さ
ん
が
来

た
！
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と
言
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て
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

冒
頭
の
と
お
り
、
明
治
７
年
に
創
立
し

た
八
野
小
学
校
は
、
3
月
で
１
３
７
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。「
少
子
化
の

影
響
も
あ
り
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
達
の
教

育
環
境
を
最
優
先
に
考
え
た
末
の
決
定
で

あ
っ
て
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
け
ど
、
学
校

が
な
く
な
る
の
は
や
っ
ぱ
り
寂
し
い
。
八

野
小
学
校
の
子
ど
も
達
は
と
に
か
く
明
る

い
の
で
、
学
校
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら

ず
に
明
る
く
素
直
な
子
で
い
て
ほ
し
い
」

と
、
最
後
に
北
村
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

ひまわり商品券の
使用期限にご注意ください‼

　平成 22 年度に発行した「ひまわり商品券 2010」は、下記のとおり発行日によって使
用期限が。期限を過ぎたものの使用できませんので、お手元の商品券をご確認の上、指
定されている期限内にご利用ください。

発行事業名
・

見　　本

志布志市プレミアム商品券
発行事業

鹿児島県地域経済活性化販売
緊急支援事業（追加発行分）

発行日 平成 22 年 7 月 26 日 平成 22 年 11 月 24 日
平成 22 年 12 月 16 日

使用期限 平成 23 年 3 月 30 日 平成 23 年 3 月 21 日
■問い合わせ先 　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）

 高病原性鳥インフルエンザ発生による
鶏肉、卵の安全性について

  鳥インフルエンザに感染した鶏の肉や卵が市場に出回ることはなく、また　鳥インフル
エンザについては感染した鶏肉や卵を食べる事によって、人に感染したという事例の報
告はありません。鳥インフルエンザウイルスは、通常の加熱処理 (70 度以上 ) で簡単に
死滅します。ただし、野鳥の死がいや糞にはウィルスが残っている場合もありますので、
子供さんには触らせないよう注意してください。( 消費者庁ホ－ムペ－ジより )
正 し い 知 識 を 身 に つ け て 冷 静 な 判 断 を お 願 い い た し ま す。

最後の稲刈りを終えた北村さん夫婦と、八野小学校の皆さん。（10 月 14 日、小学校のプール横にて）

夢しずく工房の芋掘りの一コマ
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松山地域
氏　名　 担 当 地 区 電話番号

郡	 セ ツ 子 西馬場三区、駅通り、城西団地、西馬場団地

中 原	 雄 子 西馬場一区、馬場、わらびの、前田、馬場団地

大迫	 チヅ子 射場、久保園、仮屋、草之瀬、東草之瀬

池田	 ふみえ 東野久尾、野久尾、上野久尾、元まこも、まこも、河床

加世田　正文 宮田上、西・中・上・下豊留、井手間、上松、あじさい団地

西 村　 栄 子 狩川一・二区、大谷、表、川路一・二・三区
福 岡　 嘉 子 畑村釘、本町、元町、上町

今 市	 悦 子 京ノ峯、南中、堀之内、川東、市ノ原、白坂、京ノ峯団地、

坂ノ上きよ子
川西、西ノ原、後町、畑中、
上・新西中、桜山団地、みど
り団地、西ノ原団地

中 原　 信 夫 川端、川中、池ノ上、宮ノ上、川北、内之野、なのはな団地

山元加代子 上園、中原、宮下、柏木、古渡、尾野見住宅、中原団地

津曲	 美奈子
下・中井手口、大谷、大野原、
稲ケ迫、暁、さゆり団地、さ
くら団地

山 下	 治 子 大続、上・下中村
新 村	 辰 郎 桃木、有野
德 増 	 恵 主任児童委員
原 田	 通 子 主任児童委員

志布志地域
氏　名 担　当　地　区 電話番号

飛松	 真理子 上・中・下西谷、中学校通
大 山	 博 美 北大原
田 原	 作 一 大原、南大原
松 﨑	 三 朗 上・中・下・新田屋敷、宇都
下 村	 絹 子 沢目記、高浜、新屋敷、若宮

淵上	 思無邪 上・中・下大性院、上・下志布志屋敷、小渕、坂之上
坂 元	 彦 麿 宝満、天神、松原	
西 薗	 則 子 上天神
後 藤	 康 子 向川原、小浜
浜 崎	 修 身 夏井　
閏 野	 節 子 外之牧、益倉、別府、二反野

岩﨑	 アキ子 馬見ヶ塚、平和、南高吉、毛穴野

有馬ケイ子 東・西弓場ヶ尾、弓里、柳、下柳、棚ヶ下

外 牧	 廣 美 東・西横尾下、横尾上、西内之倉
森 山	 久 雄 新道、金屋、大諏、紺屋　

山 裾　 律 子 上・下有明、仲町、道場、西町

又木	 ナミ子 南下町、東・西水洗、上・下八坂

池 之 上	 保 上・中・下関屋、関屋団地、海洋団地、横町関屋
和 田	 義 弘 上大黒１・２、中大黒１・２		
牧之瀨	 和子 下大黒１・２・３、大浜東

氏　名 担　当　地　区 電話番号
森 元	 早 苗 上昭和、昭和台
町 田	 益 範 昭和、新町１・２・３

中山八重子 上・下小西、駅通り、興和、大浜西

長 野	 頼 子 水ケ迫団地、清水、東清水、清水中央、南清水	
藤 山	 三 男 六月坂、香月
柳 	 政 利 町原

髙 吉	 玲 子 朝日町、若浜、若浜新生町、東町団地
風呂谷	 一男 若浜中央・南・西、大浜、渚町
平 田	 行 廣 松波住宅、高札、鳥井下

米 田	 司 春 緑ヶ浜団地、若葉団地、寿町、稚子松、桜ヶ丘、
上 原　 一 昭 曲瀬、中島、高吉、大迫
木 元	 久 夫 上門、上宮内、平城　
吉 松	 辰 志 下宮内、平床、前畑
有 馬　 文 雄 宮脇、安良、曙
竹 田 憲 男 中宮
祝田	 由紀子 一丁田、上之浜

山 畑　 正 文 森山、今別府、山裾、道重、上道重
山内	 ヒミ子 樽野、上樽野、橋之口
田 浦	 安 徳 吉原、牧野、田吹野、大久保
村 岡	 政 美 平山、宮地、上・下東谷
井久保修二 山久保、井久保、丸岡、大越	
谷元	 ハル子 後谷、提口
新 地　 誠 柳井谷、田床、天堤、鎌石
福 留　 伸 宏 大川内、中川内、片野
柳	 ミ キ 子 潤ヶ野、福島渡、上出水　
中川由美子 佐野、横峯	
北 村	 美 次 池野、倉園、馬庭、八郎ヶ野
吉 徳	 伸 一 主任児童委員　
大 脇	 裕 子 主任児童委員
川野	 千代子 主任児童委員

福祉に関する相談は各地区の民生委員、主任児童委員へ！

民生委員・児童委員及び主任児童委員変更のお知らせ

　平成 22 年 12 月 1 日に一斉改選が行われ、民生委員・
児童委員と主任児童委員が変更になりました。各委員の
任期は平成 25 年 11 月 30 日までの 3 年間です。各地区
の委員を紹介します。（敬称略）
■民生委員・児童委員
　高齢者や障害者（児）、児童など生活に困っている人や
援護を必要とする人の相談に応じたり、指導をします。
■主任児童委員
　児童福祉に関わることを専門的に担当します。
　地区の区域を担当する民生委員・児童委員と一体となり、各種相談に応じます。

志布志地域 有明地域
氏　名 担　当　地　区 電話番号

菅 野　 正 昭 菅牟田、風八重、室太郎、楢ヶ原、竹崎

福 留	 文 雄 上・下縄瀬、黒葛、牛ヶ迫、土江

黒 川	 佑 子
東・中・西山之口、中央、中
山之口住宅、伊﨑田団地、伊
﨑田小前団地

寳永	 イツ子 茗ヶ谷、宝永、飯野、丸岡、字尾
和 佐	 俊 子 川路、宮塩、中野、本村
重 田	 生 二 伊﨑田鍋、久木迫、高下谷

森重	 美保子 ヶ宇都、仮屋、小松、牧ノ
内、小松の里、志陽

野口	 スズ子 下野井倉、野井倉、共和、飯山　豊原、中次

森 重　 晃 一
中央・中・西・南吉村、中原、
西穂成、野吉住宅、吉村住宅、
前原団地

曽 原	 幸 子 穂成、土橋、坪山、早馬、東吉村、吉村、野吉、吉野

木村	 美代子
上・中・下肆部合、上高吉、
高吉、第一上苑、肆部合住宅、
大角住宅

野村イサ子 通山、通山住宅、山下住宅、下通山、ラフォ -レ松原
八久保米子 押切東・西、春日
久木井	 洋子 蓬原中野、重田、上馬場

中 村	 睦 子 片平、東大久保、西普現堂、上普現堂、普現堂

野 尻	 ト ミ
西・下馬場、蓬原団地、西大
久保、西上馬場、馬場、大久
保

榎添	 登美子 上・下宇都、平山、元平山、花立、上大久保

小 野	 朱 実 宇都鼻、下宇都鼻、荷返、中須、供養松、宇都団地

鍋 迫　 健 二 東・西中組、高井田、西下、東下、前村、原田団地
安 藤	 敦 子 東原東・中・西
宮 吉	 涼 子 草野、宮下、立本、下原、岩瀬戸

東 條	 詔 子 岩屋、頭方限、中方限、下方限、野神小住宅、野神団地
藤 田　 薫 倉ヶ崎、曲、本地、水ノ谷

本 田 	 誠 上・下平野、柳谷、平野、山重団地、上山重、山重

篠 原	 順 子 野神鍋、山重鍋、川添、田淵、稲荷下

菅 野　 勉 芝用、沢津ヶ峯、抜谷、清水、五ヶ丘、芝用住宅
樽 水　 浩 主任児童委員
安 水 	 忍 主任児童委員

■場所　志布志市志布志町内之倉字横尾上 745 番地１（志布志畜産指導センター隣）
■分譲区画数　３区画中２画（１区画平均 135 坪）
■坪単価　13,600 円（１区画平均 184 万円）■地目　宅地（上水道・排水路完備）
■立地条件
　国道 220 号まで 5.0km、県道 63 号まで 4.7km、おおぞら保育園まで 0.2km
　森山小まで 2.4km、市役所志布志支所まで 7.2km
■申し込み資格・条件
●志布志市に定住する意思をもち、土地購入後３年以
　内に自ら居住する住宅を建築、居住すること。
●契約者は 18 歳以上で、同居される親族のいる方。
●	年に数回、隣地の畜産指導センターで畜産指導が行わ
れることにご理解のある方。
■申し込み・問い合わせ先
　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 252・256）

森 山 住 宅 団 地 好 評 分 譲 中！
 

済
３区画中
　残り２区画
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
で
は

電
話
番
号
を
削
除
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。



企画政策課　女性支援対策室
　女性支援相談室　２月 16 日（水）有明農村環境改善センター、３月２日（水）志布志支所（各 13：00 ～ 17：00）

☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.60

「人材リスト」登録者募集！
～あなたの力を活かしてください～

【団体名】　志布志市生活研究グループ連絡協議会
【会員数】　31 名
【代表者】　藤田　ミチ子（ふじた　みちこ）

■設立目的
　農山漁村のよりよい生活や望ましい働き方の研究・技術・知
識等の情報交換を行い、男女が共に参画する豊かな農村社会を
目的としています。
■活動内容
①郷土料理教室（地域の伝統料理を受け継いで、伝えていきます）
②自主研修（めんつゆ、たれ、ドレッシング、味噌、ふくれ菓子等）
③全国他・各グループ員大会、パートナーシップ推進研修会等参加
④松山やっちく秋の陣まつり、有明ふるさと祭り参加
⑤	バスを使っての１日研修、年末の食事会等で、グループ員の
交流を図り資質向上を図っています。

ともに活動をしてくださるあなたの入会をお待ちしています。

 

グループ紹介 

　市の各種審議会委員に女性が登用されている割合は、22年
度で28.4％です。各種委員会に、女性がもっと参画できるよう
に「女性人材」の登録を実施しています。あなたの得意な分野
で、自分の意見を市政に活かしてみませんか。詳しくは、男女
共同参画係まで。
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■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

●３月１０日は、「農山漁村女性の日」です！

　「農山漁村女性の日」は、多くの方に農山漁村における女性の役割を正しく
理解していただくとともに、女性の能力発揮を促進することを目的として定
められ、女性たちの学習や交流の機会として、農山漁村における女性の経営
参画・社会参画の推進に大きな役割を果たしています。

●３月１日～ 8 日は、「女性の健康週間」です !
　生涯を通じて健康であるためには、各年齢に応じた健康維持・増進の
ために各種検診や相談業務の実施、妊娠・出産に関する健診や教室など
を開催しています。それらのことについても平成２４年度の目標数値を
すでに上回っています。

　「志布志市男女 ( ひと ) がともに輝くまちづくりプラン」においても「農山漁村に
おける男女共同参画の推進」を掲げ、経営の意思決定に参画できる仕組みづくり及
び男女のパートナーシップの確立や意識の醸成として、家族経営協定や女性農業経
営士、女性認定農業者数の向上を目指していますが、平成 24 年度の最終年度を待
たずに目標数値を上回っています。

志
布
志
港
湾
振
興
協
議
会
賀
詞
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
６
日
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ

リ
で
行
政
、
港
湾
企
業
等
か
ら
成
る
志
布

志
港
湾
振
興
協
議
会
の
新
春
賀
詞
交
歓
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
１
０
０

名
近
い
会
員
の
参
加
を
は
じ
め
、
国
会
議

員
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
で
あ
る
市
長
が
、
昨
年
を
振
り
返

り
、「
口
蹄
疫
で
多
大
な
影
響
を
受
け
た

が
、
志
布
志
港
の
貨
物
取
扱
量
が
大
き
く

伸
び
、
今
年
は
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
港
は
、
２
０
１
０
年
の
コ
ン
テ

ナ
貨
物
の
取
扱
量
が
、
２
０
０
９
年
に
比

べ
大
き
く
増
え
、
過
去
最
高
を
更
新
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
が
選
定
を
進
め
て
い
る

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
応
募
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
志
布
志
港
に
利
用
促
進
の
た

め
に
会
員
一
同
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

尚
志
館
高
校
み
な
と
見
学
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
‼

　

１
月
14
日
、
尚
志
館
高
校
の
建
設
工
業

科
１
、２
年
生
の
皆
さ
ん
43
人
が
み
な
と

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
に
志
布
志

港
の
整
備
概
要
に
つ
い
て
、
国
交
省
九
州

地
方
整
備
局
志
布
志
港
湾
事
務
所
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
志
布
志
港
の
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
業
務
等
に
つ
い
て
の
説
明

を
東
洋
埠
頭
株
式
会
社
志
布
志
支
店
か
ら

受
け
、
実
際
に
新
若
浜
地
区
国
際
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
荷
役
状
況
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
沖
防
波
堤

ケ
ー
ソ
ン
の
製
作
現
場
の
見
学
を
行
い
、

（
株
）
森
山
組
か
ら
ケ
ー
ソ
ン
政
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　志布志市では、団体等を対象にみなとの見学会を
随時行っています。興味のある方は、市役所港湾商
工課までお問合せください。

◆中小企業子育て支援助成金
　常用労働者 100 人以下の企業において、育児休業取得者
が平成 18 年 4 月 1 日以降初めて生じた事業主に支給しま
す。（改正育児・介護休業法に沿って労働協約や就業規則の
規定を整備するとともに、次世代育成支援対策推進法に基
づき、一般事業主行動計画を策定し、都道府県労働局に届
け出を行い、かつ、　公表・周知している等、一定の要件を
満たす必要があります。）

◆事業所内保育施設設置・運営等助成金　
　労働者のための保育施設（助成対象となる保育施設であ
ることが必要）を事業所内（労働者の通勤経路またはその
近接地域を含む）に設置、運営及び増築を行う事業主（共
同して事業所内保育施設の設置等を行う複数の事業主を含
む）・事業主団体に、その費用の一部を助成します。
また、助成対象となる保育施設の保育遊具等購入費用の一
部についても助成します。

仕事と家庭の両立を応援します！
～育児・介護雇用安定等助成金～

　あなたの会社に育児や家庭の介護をしながら働いている従業員の方はいませんか？　仕事
と家庭の両立を支援する事業主等に対して助成金を支給しています。ぜひ、ご活用ください。

　問い合わせ先、申請・支給機関：鹿児島労働局雇用均等室　　
　TEL　０９９－２２２－８４４６　　URL　http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/ryouritsu01/02.html

◆両立支援レベルアップ助成金
育児・介護費用等補助コース 労働者が育児・介護サービスを利用する際に要した費用の助成を行ったとき
代替要員確保コース 育児休業取得者の代替要員を確保し、育児休業取得者を原職等に復帰させたとき
子育て期の短時間勤務支援コース 小学校就学前（小規模事業主は 3 歳）までの子を養育する労働者が利用できる短時

間勤務　の制度を設け、利用者が生じたとき
休業中能力アップコース 育児休業又は介護休業を取得した労働者が、スムーズに職場に復帰できるようなプ

ログラムを実施したとき

　問い合わせ先、申請・支給機関：( 財 )21 世紀職業財団鹿児島事務所　
　TEL　０９９－２１９－１５９７
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
「 志 布 志 市 水 質 保 全 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 催 し ま す 。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

～守っていこう　きれいな水～
　水がないとわたしたちは生きていくことができません。
この貴重な水を次の世代へと守り続けていくことが、わた
したちの責務です。
　このシンポジウムをとおして、あらためて水について考
えてみませんか。
　多くの市民の皆様のお越しをお待ちしています。

■日　時　２月 26日 （土）

　　　　　12:30 ～ （受付 ・ パネル展示）

■場　所　やっちくふれあいセンター

	 	 	 	 　　℡ 481-4000

■主　催　志布志市

■後　援　社団法人鹿児島県環境保全協会曽於支部

■内　容　

◇基調講演

　 ・ 「地下水の環境保全」　

	 講師　九州大学名誉教授　神野　健二　氏

　 ・ 「志布志市の地下水」

	 講師　志布志市環境審議会委員

	 応用理学技術士　　	飯島　康夫　氏

◇パネルディスカッション

　	パネリストによる水質保全についてディスカッション　

　 ・ コーディネーター　	 飯島　康夫　氏

　 ・ コメンテーター　　	 神野　健二　氏

　 ・ パネリスト　

　①ＮＰＯオアシス水環境研究会　

	 理事長　本村　輝正　氏

　②前川河川浄化対策協議会　

	 会長　伊地知　孝　氏

　③鹿児島県農業開発総合センター

	 茶業部大隅分場長　田中　敏弘　氏

　④志布志市役所

	 市民環境課長　竹之内　宏史　　

◇パネル展示

　水質保全活動団体のパネル展示団体

　 ・ ＮＰＯオアシス水環境研究会

　 ・ メダカの学校志布志分校	 ・ 亀ん子クラブ

　 ・ 有明茶ＩＰＭ研究会　	 ・ 株式会社蓬の郷

　 ・ 潤ヶ野地区ふるさとづくり委員会

　 ・ 中島自治会とどろ渓谷保存会

　 ・ 株式会社大隅衛生志布志　など

※	このシンポジウムは、 「全国モーターボート競走施行

者協議会」 からの拠出金を受けて実施するものです。

農
業
集
落
排
水
施
設
利
用
の
皆
様
へ

　

農
業
集
落
排
水
施
設
（
下
水
道
）
の
一
般
家
庭
の
使
用
料
は
、
基

本
料
金
+
使
用
人
数
で
料
金
が
決
ま
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
４
人
家

族
の
場
合
だ
と
基
本
料
金
１
７
８
０
円
＋
１
人
当
た
り
４
２
０
円
×

４
人
と
な
り
、毎
月
の
使
用
料
は
３
４
６
０
円
（
税
込
）
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人
数
で
計
算
し
ま
す

が
、
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
転
出
し
て
い
る
方
等
に
つ
い
て
は
、
別

途
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
は
、
毎
月
請
求
と
な
っ
て

お
り
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
督
促
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納

め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度
、
通
帳
・
領
収
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※�

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

ラ
イ
タ
ー
は
一
般
ゴ
ミ
で

　

消
費
生
活
安
全
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
が
11
月
５

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成
22
年
12
月
27
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
安
全
対
策
（
子
ど
も
が
簡
単
に
操
作
で
き
な
い

対
策
）
を
施
し
て
い
な
い
ラ
イ
タ
ー
は
、
平
成
23
年
９
月
27
日
か
ら

販
売
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
従
前
の
ラ
イ
タ
ー
が
多
量
に
廃
棄
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
タ
ー
の
廃
棄
方
法
は
、「
残
っ
た
ガ
ス
を

抜
き
、
一
般
ご
み
と
し
て
廃
棄
」
し
ま
す
の
で
、
適
切
に
廃
棄
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
意
）�

ガ
ス
を
抜
く
際
は
、
火
の
気
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
風
通

し
の
よ
い
屋
外
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
市
民
環
境
課
環
境
政
策
室

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
2
・
１
３
5
）

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

　

志
布
志
観
光
ガ
イ
ド
は
、
志
布
志
の
歴
史
や

風
景
、
人
情
の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
客
を
誘
致
し
市
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う

と
現
在
14
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
経

緯
は
、
創
年
市
民
大
学
や
生
涯
学
習
講
座
で
志

布
志
の
奥
深
い
歴
史
を
学
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
故
郷
志
布
志
を
自
分
た
ち
で
も
観
光
案

内
が
で
き
な
い
も
の
か
と
歴
史
好
き
な
受
講
生

が
集
ま
り
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
「
志
布
志
観

光
ガ
イ
ド
」
と
し
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
活
動
内
容
は
、
依
頼
の
あ
っ
た
団
体
や
個

人
へ
の
ガ
イ
ド
を
中
心
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
力
や
近
隣
市
町
と
連
携
し
ツ
ア
ー
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
FM
志
布
志

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
を
担
当
し
情
報
発
信
す
る

な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
精
力
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
２
年
間
の
活
動
で
約
７
２
０
名
を
ガ

イ
ド
し
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
の
声
を
い
た
だ
く

な
ど
、
市
の
観
光
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
、
市
の
市
民
提
案
型
共
生
・

協
働
・
自
立
モ
デ
ル
事
業
の
助
成
を
受
け
、
カ

メ
ラ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど

の
映
像
資
機
材
一
式
を
整
備
し
ま
し
た
。
志
布

志
の
史
跡
や
伝
統
行
事
の
様
子
を
「
今
を
伝
え

る
歴
史
的
資
料
」
と
し
て
保
存
を
行
っ
て
い
く

他
、
入
院
等
に
よ
り
外
出
で
き
な
い
方
の
た
め

の
出
前
サ
ー
ビ
ス
や
小
学
校
等
の
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
出
前
講
座
、
雨
天
時
に
お
け
る
観

光
客
へ
の
説
明
な
ど
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
、
観
光

客
の
増
加
や
市
民
の
郷
土
に
対
す
る
関
心
や
認

識
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

代
表
の
川
崎
惠
夫
さ
ん
は
「
出
前
ガ
イ
ド
を

始
め
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
一
緒
に
志
布
志

の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
会
場

を
準
備
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
費
用
等
は
無
料

で
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
前
ガ
イ
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
志
布

志
観
光
ガ
イ
ド
事
務
局
０
８
０
｜
６
４
４
８
｜

２
０
１
０（
川
崎
）ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
志

布

志

観

光

ガ

イ

ド
　

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

「
思
う
」
こ
と
に
つ
い
て

　

全
国
で
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
１
月
に
は

宮
崎
県
、
そ
し
て
県
内
の
出
水
市
で
も

鶏
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
市
で
は
昨
年
の
口
蹄
疫

と
同
様
に
、
志
布
志
港
第
２
突
堤
に
消

毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
て
消
毒
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
消
毒
等
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
志
布
志

や
近
隣
地
域
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
せ
ず
、
一
日
も
早
く
終
息
す
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
市
で
は
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
）
に
取
り
組

ん
で
い
る
最
中
で
す
が
、
情
報
通
信
分

野
の
大
企
業
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会

社
の
孫
正
義
社
長
（
53
歳
）
の
対
談
形

式
で
綴
ら
れ
た
本
を
読
み
、
彼
の
生
き

様
や
事
業
に
対
す
る
情
熱
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

売
上
高
２
兆
７
６
３
４
億
６
０
０
万

円
、
従
業
員
数
２
万
１
８
８
５
人

（
２
０
１
０
年
３
月
期
、
連
結
決
算
）、

子
会
社
約
８
０
０
社
の
グ
ル
ー
プ
を
束

ね
る
彼
は
、
16
歳
の
時
に
高
校
を
中
退

し
て
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
世
界
最
初
の
音
声
付
き
翻
訳
機
を

発
明
し
、
在
学
し
て
い
た
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
教
授
達
を

集
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

開
発
。
結
果
と
し
て
１
億
７
０
０
０
万

円
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
日
本
か
ら
の
ゲ
ー
ム
機
輸
入
ビ
ジ
ネ

ス
も
成
功
し
て
、
合
わ
せ
る
と
１
年
半

で
約
３
億
円
を
稼
ぐ
な
ど
、
若
い
頃
か

ら
非
凡
な
才
能
を
発
揮
し
て
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

す
ご
い
と
感
じ
る
の
は
、
大
学
時
代

や
会
社
を
立
ち
上
げ
る
時
な
ど
、
常
に

「
思
っ
た
ら
な
れ
る
！
思
わ
な
い
と
な

れ
な
い
」
と
「
思
う
」
と
い
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

彼
は
一
度
、
慢
性
肝
炎
で
入
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
死
を
意
識
し
た
病
床
で

「
自
分
は
自
己
満
足
の
た
め
に
働
き
、

究
極
の
自
己
満
足
と
は
、
人
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
だ
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
目
覚

ま
し
い
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
そ
の
達
成
に
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
先
述
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事

業
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
超
え
る
べ

き
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一

つ
ク
リ
ア
し
て
、
必
ず
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

日
本
一
の
ま
ち
」
に
な
れ
る
と
「
思
っ

て
」
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
毎
回
お
伝
え
し
て
い
る
医

療
費
の
増
加
率
が
、
こ
こ
２
ヶ
月
ほ
ど

プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
も
の
の
、
年
間

で
は
マ
イ
ナ
ス
３
％
く
ら
い
に
な
る
だ

ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
い
季

節
で
す
の
で
、
病
気
の
予
防
・
早
期
治

療
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

21　市報しぶし■ 2011.2

志
布
志
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ロ
グ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://m
pjgs673.chesuto.jp/

助成金で購入した設備

ガイドツアーの様子
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「
Ｉ
Ｐ
Ｍ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

す
か
？
日
本
語
で
総
合
的
病
害
虫
管
理
を

意
味
し
ま
す
。I ntegrated

（
総
合
的
）	

P
est

（
病
害
虫
）	M

anagem
ent

（
管
理
）	

の
頭
文
字
だ
け
を
使
っ
た
言
葉
で
、
そ
の

名
の
と
お
り
農
業
に
お
い
て
避
け
て
通
れ

な
い
病
害
虫
防
除
に
お
い
て
、
化
学
農
薬

だ
け
に
頼
ら
な
い
様
々
な
方
法
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
農
薬
の
使
用
量
を
低
減

さ
せ
る
技
術
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

食
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
消
費
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま
る

中
、「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
茶
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
た
め
、
有
明
町
茶
業
振
興
会

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
組
織
的
な
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

有
明
町
の
中
留
健
兒
さ
ん
を
代
表
と
し

た
発
起
人
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
平

成
21
年
11
月
に「
有
明
茶
Ｉ
Ｐ
Ｍ
研
究
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

	　

茶
で
の
こ
の
よ
う
な
組
織
的
取
り
組

み
は
全
国
で
も
初
め
て
で
あ
り
、
同
町
で

モ
デ
ル
的
な
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
地

域
あ
る
い
は
県
内
へ
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
、「
か
ご
し
ま
茶
」
の
競
争
力
向
上
へ

貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
12
月
現
在
で
、
21
名
の
会
員
が

在
籍
し
、
日
々
次
の
よ
う
な
実
証
試
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
水
を
使
っ
て
茶
の
大
害

虫
で
あ
る
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や
蛾
を
防
除
す

る
技
術
や
、
夜
間
に
黄
色
の
光
を
点
灯
さ

せ
て
蛾
を
寄
せ
付
け
な
い
技
術
、
高
圧
の

水
と
風
で
ダ
ニ
な
ど
の
害
虫
を
防
除
す
る

技
術
、
土
壌
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
病
害

虫
の
発
生
し
に
く
い
環
境
を
創
る
技
術
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
茶
生
産
現
場
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
技
術
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
技
術
を
駆
使
し
て
、
会
員

の
中
に
は
一
般
的
な
農
薬
使
用
基
準
量
の

半
分
以
下
に
削
減
で
き
た
人
も
多
く
、
中

に
は
八
割
以
上
の
削
減
に
成
功
し
た
人
も

い
ま
す
。

　

ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
化
学
農
薬

の
使
用
量
が
減
る
と
、
害
虫
を
食
べ
て
く

れ
る
天
敵
昆
虫
が
増
え
、
農
薬
だ
け
を

使
っ
て
い
た
頃
よ
り
も
害
虫
が
問
題
に
な

ら
な
く
な
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
技
術
が
益
々
実
証
・
普
及

さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
お

茶
が
皆
様
の
食
卓
へ
届
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

な
お
、
町
内
の
実
証
ほ
場
に
は
、
テ
ン

ト
ウ
ム
シ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
創
っ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
載
っ
た
看
板
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す

平成 21 年 11 月に設立しました！

環
境
保
全
型
農
業
を
支
え
る
Ｉ
Ｐ
Ｍ

　
　

～
有
明
町
が
茶
の
モ
デ
ル
と
し
て
発
進
～

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ

IPM 研究会会長の中留さん

畑地かんがい事業のお知らせ
～散水器具設置申込期限迫る～

　畑地かんがい事業の区域内で、レインガン、スプリ
ンクラー、噴射ホース、ロールカー、リールマシン等
の散水器具を設置される場合は、県営事業実施期間中
であれば 20.25％の自己負担額で設置できます。
　散水器具設置を申込みされる場合は、次の期日まで
に申込んでください。！！
　●曽於東部地区（松山町・志布志町）
	 	 平成 23 年 3月末日まで
　●曽於南部地区（有明町）　　　　　
	 	 平成 24 年 3月末日まで
※（	伊崎田及び野井倉、蓬原の一部は、平成 25 年 3 月末

日まで）
　なお、散水器具の機種・メーカーについては、受益
者が自由に指定できますので、ご希望があれば県等と
の打合せ時にお申し出ください。

～霜注意報などへの対応方について～
　厳しい寒さが続いていますが、「霜注意報」や「低
温注意報」などが発令された場合には、畑作物の冷凍
害や散水器具の破損等の被害が予想されますので、ご

注意ください。
　特に散水器具では、ストレーナー（ろ過機）の破損
被害が多いようですので、使用しないときには水抜き
をするなどの対策をお願いします。

～畑かん水の散水注意について～
　畑かん水をスプリンクラー等で散水される場合、散
水が道路等にかかり路面が凍結しバイクの転倒事故
や、隣の畑にまで農薬がかかったなどの事案が発生し
ています。
　散水される場合には、散水時の状況確認と影響予測
を考慮するなど、充分な配慮と注意をお願いします。

◎畑かん事業に関する問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進室　℡ 474 － 1111（内線 431）
・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232）
・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 2547（内線 211）
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986
・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171

害虫（蛾）を寄せ付けない黄色ランプ

農 業 機 械 化 研 修 の 募 集
～農耕大特・けん引免許を取得しませんか？～

　地域及び各種組織等における農業機械の効率的利用及び安全な
農作業を推進する上で、中核となるべき農業機械利用技能者並び
に農業機械利用技能指導者を養成するため、鹿児島県農業大学校
で農業機械化研修を実施しています。 

研修種目 研修内容 （取得できる資格等） 研修対象　受講資格 年回数 定員
（人 / 回）

期間
（日 / 回）

農業機械士
養成研修

農業機械の構造、機能、取扱い、
点検整備、簡易な修理、効率利用
及び作業安全等に関する基本的な
知識及び技能を修得させる。 

（農耕大特免許）（農業機械士）

・ 農業者、農大生、県・市町村・農
業団体等の職員 

・普通免許以上の所有者 
・視力：1 眼 0.3、両眼 0.7 以上 
※ 農大または普及センターでの学科

受講者は後半の 5 日間のみ受講

８ 25 ５

農業機械士
応用研修

けん引用農業機械の運転操作並び
に農業機械の簡易な修理の知識及
び技能を修得させる。

（農耕けん引免許）

・農業機械士 
・視力：1 眼 0.5、両眼 0.8 以上 
・深視力に支障のない者 ６ 25 ５

指導農業機械士
養成研修

農業機械の導入計画、農業機械・
資材の管理及び作業安全管理の知
識を修得させる。（指導農業機械士）

・ 農業機械士で、農業機械銀行また
は受託作業の責任者 １ 10 ５

農業機械
特別研修

近年、農作業に利用する機会が増
加 し た 小 型 建 設 用 機 械 等 に つ い
て、効率・安全利用の技能修得を
させる。（特別教育修了）

・ 農業者、農大生及び県・市町村・
農業団体等の職員 

・普通免許以上の取得者 １ 50 ２

◆研修経費（例：農業機械士養成研修）
　　　教本代他で８，９００円です（別途食費等が必要です）。
◆申込および研修日程の問い合わせ先：志布志市役所
　●本　　庁　　　農政課生産流通係　℡４７４－１１１１（内線４３３）
　●志布志支所　　産業振興室農政係　℡４７２－１１１１（内線４１１）
　●松山支所　　　産業振興室農政係　℡４８７－２１１１（内線２３１）

無農薬で水と風で害虫を駆除する
「ハリケーン・キング」



日高逸子選手トークショー開催

2 月は冬の感謝イベント実施

ナイターレース
連日開催中！

■オラレ志布志 2 月・3 月番組表
オラレ志布志の売上金は、地域の活性化及び振興を図り、市の活力あるまちづ
くりのために、福祉・教育などの分野ではばひろく使われます。

各種お問い合わせ窓口および作業従事者証について

　現在、同事業の工事が開始されています。市民の皆様には何かとご不便などお掛けし
ますが、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。
　行政告知放送端末の設置については、市が委託した業者から工事日程の確認の連絡が
ありますので、ご都合の良い日程をご相談ください。なお、連絡および訪問する業者は、
同事業に従事することを証明する作業証を携行しています。
　また、施工の日程や、ケーブルテレビサービス等へお申し込みなどについてご不明な
点などございましたら、遠慮なく下記までご連絡ください。

●各種お問い合わせ窓口はこちらまで

内　容 連絡先 受付時間 電話番号
行政告知放送端末設置工
事に関すること 株式会社　九電工 9：00 ～ 18：00

※日曜日を除く。 099-471-6960

ケーブルテレビ、インター
ネットサービスへのお申
込に関すること

ＢＴＶケーブルテレビ
株式会社

9：00 ～ 18：00
※日曜日、月曜日を除く。 099-479-3600

●地域情報通信基盤整備推進事業に従事する作業員証
　当事業に従事する業者は、次のような作業員証を身に付けています。

志布志市地域情報基盤整備について ICT 志布志
Vol 9.

■問い合わせ先　情報管理課　℡ 474-1111（内線 322、323）　　

2月20日

２月 20 日（日）13：30、14：30 の 2 回（予定）

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
に
つ
い
て

　

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
第
３
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由

し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料

は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
加

入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
負

担
し
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当

し
た
と
き
の
届
出
以
外
に
、

第
２
号
被
保
険
者
が
転
職
や

退
職
し
た
と
き
、
住
所
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
ま

た
は
鹿
屋
年
金
事
務
所

（
℡
０
９
９
４
―
４
２
―

５
１
２
１
）
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

変 更 に 伴 う 届 出 先
こんなとき 被保険者種別 届出先

・ 配偶者である第２号被保険者が会社を退職し
たとき

・ 配偶者である第２号被保険者の扶養から外れ
たとき

・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・ 配偶者である第２号被保険者が６５歳になっ

たとき

第３号→第１号 住所地の市町村

・ 本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金
や共済組合に加入したとき 第３号→第２号 勤務先

・ 配偶者である第２号被保険者の加入する被用
者年金制度が変わったとき（例えば厚生年金
から共済組合）

第 ３ 号 → 第 ３ 号
（種別は変わりま

せ ん が 届 出 が 必
要です）

第２号被保険者の
勤務先

・本人の住所が変わったとき ――――― 第２号被保険者の
勤務先

2　

月

開
催
場
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大
村
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場
外
■
●
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イ
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●

●
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3　

月

開
催
場
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

大
村
●● ●●●●●

場
外
■　 ■　 ■

●
■
●
■
●
■
●

●
●
●
●
●　 ●　 ●　

　

●

　

●

　

●

ナ
イ
タ
ー

●

●

●

●

●

●

●

●

●
　
●
　

●
　
●
　
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
若松

若松

大村

常滑GⅡモーターボート大賞

尼崎GⅢ新鋭リーグ

丸亀蒲郡

大村

唐津準・優勝戦

徳山ＧⅢ

大村

若松
■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）　　■問合せ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

平和島準・優勝戦

芦屋GⅠ周年全日本王座決定戦

若松

児島GⅡ

びわこGⅠ周年びわこ大賞

蒲郡

丸亀蒲郡蒲郡

若松

大村

住之江GⅠ周年太閤賞

丸亀

大村

丸亀

三国GⅠ女子王座決定戦

若松

蒲郡

ボートレース界のグレートマザーこと ( 宮崎県串間市出身）

平 成 2 2 年 中 交 通 死 亡 事 故 ０ 達 成 ‼
　平成 21 中は悲惨な交通死亡事故が４件発生しました
が、昨年は高齢者や運転者等市民の皆さんの安全意識の
高まりと実践で死亡事故ゼロを達成しました。
　県下、19 市の中で本市のみ達成できました。
　平成 23 年は、年始に不幸にして死亡事故が発生しま
したが、ゼロを目指して再スタートしましょう。
　交通事故防止は、市民総参加の活動です。交通社会の
学習と被害に遭わない起こさないように社会の変化に対
応するために、常に自己啓発に努めましょう。

交通事故状況　平成 22 年 12 月 31 日現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者

県　下 10,531
【-454】

94
【-7】

12,783
【-635】

志布志市 183【-13】 0【-4】 235【-3】

※県下・志布志市の【　】は昨年比　

ゼロ
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厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、
風
邪
な

ど
ひ
か
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
寒
さ
に
加

え
、
仕
事
の
疲
れ
や
年
末
年
始
の
疲
れ
が

溜
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
放
っ
て
お
く

と
、
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
っ
た
り
、
そ

の
他
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ

た
り
し
ま
す
。
心
身
へ
の
ス
ト
レ
ス
が
続

く
事
で
、
免
疫
力
が
衰
え
、
病
気
に
な
り

や
す
く
な
る
の
で
す
。

　

免
疫
と
は
、
簡
単
に
言
う
と
「
自
分
で

自
分
の
体
を
守
る
防
御
シ
ス
テ
ム
」
の
こ

と
で
す
。
こ
の
防
御
シ
ス
テ
ム
が
弱
る
事

で
、
病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

免
疫
力
に
は
「
自
律
神
経
」
が
関
係
し

ま
す
が
、
そ
の
自
律
神
経
に
は
「
交
感
神

経
（
活
動
を
活
発
に
す
る
神
経
）」
と
「
副

交
感
神
経
（
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
に
働

く
神
経
）」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

２
つ
の
神
経
が
必
要
に
応
じ
て
、
ち
ょ
う

ど
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
よ
う
に
、
お

互
い
が
う
ま
く
切
り
替
わ
り
な
が
ら
、
各

器
官
の
働
き
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
心
と

体
の
健
康
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
心
と
体

の
ス
ト
レ
ス
は
「
交
感
神
経
」
が
働
く
大

き
な
原
因
と
な
り
、
そ
の
状
態
が
続
く
事

で
病
気
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す

が
、
反
対
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
過
剰
で
「
副

交
感
神
経
」
が
働
く
状
態
が
続
い
て
も
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
呼
ば
れ
る
病
気
の
一

部
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で
、
免
疫
力

が
低
下
し
、
病
気
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
れ
ば
、

免
疫
力
が
高
ま
り
、
病
気
を
遠
ざ
け
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
今

回
は
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
た
め
の
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

ス
ト
レ
ス
を
自
覚
し
、
生
活
を
振
り

返
り
ま
し
ょ
う
。

　

免
疫
力
を
下
げ
る
最
大
の
原
因
は
ス
ト

レ
ス
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
元
と
な
っ
て
い

る
も
の
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
今
、
あ
な
た

が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
何
で
す
か
？

な
ぜ
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
で
す
か
？
そ
の

ス
ト
レ
ス
は
あ
な
た
に
ど
の
よ
う
な
制

限
（
妨
げ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
か
？
あ
な

た
は
ど
う
な
り
た
い
で
す
か
（
欲
し
い
結

果
は
何
で
す
か
）
？
こ
れ
ら
の
質
問
を
、

じ
っ
く
り
自
分
に
問
い
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
頭
が
整

理
さ
れ
、
不
思
議
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り

ま
せ
ん
か
？

◆
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
が
ポ
カ
ポ
カ
し
、
汗
ば
む
程
度
の
運

動
は
、
副
交
感
神
経
を
優
位
に
し
ま
す
。

散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
が
お
勧
め
で
す
。

◆
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
る
こ
と
自
体
で
副
交
感
神
経
を
刺

激
し
ま
す
が
、
早
食
い
を
避
け
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
免
疫
力
を
高
め
る
食
材
と
し

て
、
玄
米
や
小
魚
、
小
エ
ビ
、
豆
、
ゴ
マ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
季
節
の
食
材
も
合
わ

せ
て
、
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

◆
体
を
温
め
、血
行
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
感
神
経
が
緊
張
し
て
い
る
と
体
は
冷

え
て
き
ま
す
。
湯
の
温
度
は
40
度
前
後
に

し
、
ゆ
っ
た
り
と
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。
半

身
浴
が
お
勧
め
で
す
が
、
寒
い
時
は
、
湯

に
つ
け
た
タ
オ
ル
を
肩
に
か
け
る
な
ど
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
布
摩
擦
を
し

た
り
、
湯
た
ん
ぽ
や
カ
イ
ロ
を
使
用
し
た

り
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

◆
深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

深
呼
吸
は
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で
す
。
腹
部
を
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
３
秒
で
息
を
吸
い
、
７
秒
で
息
を

吐
き
、
２
秒
止
め
る
。
こ
れ
を
数
回
繰
り

返
す
こ
と
で
身
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
バ
ラ
ン
ス

を
上
手
に
と
り
、
こ
の
冬
も
元
気
に
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
！

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

免
疫
っ
て
な
に
？

免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
！
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がん治療の新たな取り組み
～粒子線によるがんの治療が始まります～
　平成 23 年春、メディポリス指宿（指宿市）に九州で初めて「が
ん粒子線治療研究センター」が開業します。
　粒子線治療は身体への負担を最小限に抑えることができるた
め、趣味やお仕事、スポーツといった普段と変わらない生活を
送りながら治療をすることが可能です。

寿
こ と み

美ちゃん 碧
あ お い

彩ちゃん 優
う き

輝ちゃん 龍
りゅうや

也ちゃん

　凛
りん

ちゃん柊
しゅうと

斗ちゃん 碧
あ お い

彩ちゃん陽
ひ な た

大ちゃん

※  1 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯
も処置歯もなかった子どもたちです。
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免
疫
力
を
高
め
る
に
は
？

免
疫
力
は
な
ぜ
低
下
す
る
？

獅
れ お な

奈ちゃん 桜
お と は

羽ちゃん

粒子線治療とは？
　粒子線治療は、水
素イオンなどの粒子
線 ( 陽子線 ) を用いて、
がん病巣のみを集中
的に破壊する治療法
で、全国的に関心が
高まっている最先端
のがん治療法です。
　がん治療に利用さ
れる放射線は、従来
の放射線治療に利用

されてきたＸ線などの光子線と粒子線の２つに分けら
れます。粒子線は、エネルギーを病巣に集中できる治
療法で、がん病巣に多くの線量を照射しつつ、周囲へ
の正常組織への影響を軽減できます。

粒子線治療のメリット

○ 病巣のみをピンポイントで破壊できるため、正常細
胞への損傷が少ない

○働きながら通院でも治療が可能
○速やかな社会復帰が可能

先進医療・・・
　粒子線治療は、先進医療として行います。先進医療
とは国が認める混合診療で、「粒子線治療にかかる費
用」は個人負担となり、がんの種類や照射回数に係ら
ず 288 万３千円です。入院費など保険診療の費用を含
めると、総額で 300 万円ぐらいの治療費がかかります。
　最近では、民間の生命保険に「先進医療特約」や「が
ん診断一時金」といったがんの粒子線治療費をカバー
できる保険も増えています。

治療について・・・
　１回の診療時間は治療室に入ってから 20 ～ 30 分程
度で、ベッドに横になっていただくだけです。実際に
照射する時間は数分程度で、熱や痛みをまったく感じ
ることなく、治療が受けられます。短い治療は肺がん
や肝臓がんで２週間ほど、準備と合せて３週間で終わ
ります。長い治療としては、前立腺がんで 7.5 週間です。
がんの種類や大きさにより、照射回数（治療期間）が
異なります。

Ｘ線

粒子線
（陽子線）

がん病巣

体表面からの深さ →深い浅い←

相
対
線
量

Ｘ線と粒子線による治療の違い

◆問い合わせ先：財団法人メディポリス医学研究財団
がん粒子線治療研究センター　℡ 0993-23-5188　　患者さん相談窓口　℡ 0993-24-3456

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成22年11月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２９１，０９６，６９２円
11月末国保加入者数 １１，２９１人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２５，７８１円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２１，８９２円
個 人 負 担 額 ３，８８９円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国
保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 84.9％を市（国保）が負担してい
ます。



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　ミエさん（87 歳）　　　　　　　　　松山町尾野見
　現在、息子さんと２人暮らしのミエさんの楽しみは、月に１回の「い
きいきサロン」と尾野見公民館通いです。
　公民館へ通うのは日課となっていて、休館日を除いて毎日通っては、

館内にあるあんま機などの健康器具を利用しています。膝を悪くして、最
近からはシルバーカーを押しながらの移動ですが、「動かさないと悪くなる

一方なので、少しでも運動になれば」と話すミエさん。公民館通いが、健康維
持にも役立っています。
　また、ミエさんは趣味で花を育てています。園芸をしている娘さんが時々苗を
送ってくれるそうで、プランターに植えて育てたり、花壇に植わっている球根の
手入れをして、季節ごとに色々な花がお家を彩ります。初夏には道路に面した場
所にグラジオラスがたくさん咲くそうで、道行く人から「きれいですね」と言わ
れて、とても喜んでいます。
　この冬は、昨年末からの雪や例年にない寒さのために鉢植えが痛むなど、家の
前が少し寂しくなりました。もう少しするとアイリスやシバザクラが花を咲かせ
る春。「早く来てほしい」とミエさんは待ちわびています。

　愛
あいり

梨ちゃん（３歳）　
　　　　　　　　　賢

けん ご

悟ちゃん（１歳）
（松山町尾野見）

父　圭太さん　　母　渚さん

　お喋り大好きな愛ちゃん、踊る事が好
きな賢ちゃん。
　これからも健康で大きな人間に育って
ください。
　　　　　　　　　　　　　（両親より）

　颯
そうま

馬さん（7歳）

　　　　里
り あ

愛ちゃん（２歳）　（有明町山重）
父　裕一さん　母　直美さん

　勉強とゲームが大好きなお兄ちゃん。お兄
ちゃんの真似が大好きな里愛。たまにケンカ
もするけど、２人仲良く元気に大きく育って
ね！

( 両親より )

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

今
回
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、
原

田
小
学
校
４
年
生
の
楓
さ
ん
で
す
。

　

書
道
を
始
め
た
時
期
は
は
っ
き
り
と
し

な
い
と
の
こ
と
。
と
い
う
の
も
、
書
道
の

師
範
免
許
を
持
つ
お
母
様
が
、
伊
﨑
田
で

以
前
開
い
て
い
た
書
道
教
室
に
小
さ
い
頃

か
ら
連
れ
て
行
っ
て
い
た
ら
し
く
、
物
心

付
い
た
時
に
は
筆
を
手
に
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
仕
事
の
合
間
に
教
え
て
も
ら
う
、

「
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
」
身
近
な
先
生
の
指

導
の
お
か
げ
で
、
メ
キ
メ
キ
と
上
達
し
て

い
ま
す
。

　

書
道
の
ほ
か
、
ピ
ア
ノ
や
そ
ろ
ば
ん
な

ど
、
習
い
事
に
毎
日
忙
し
い
楓
さ
ん
は
、

大
の
読
書
好
き
。
昨
年
は
、
子
ほ
め
条
例

の
表
彰
で
「
読
書
賞
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
に
勤
め
る
お
母
様
の
影
響

で
、
将
来
は
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
楓

さ
ん
で
し
た
。

最近、そろばん（珠算・暗算）で１級を習得しました。
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　お便りをくださった方の中か
ら抽選でひまわり券 5 枚と奥野
菓子店から「もちモチ苺クレー
プ（６個詰）引換券」を 5 人の
方にプレゼントします。（発表
は発送をもってかえさせていた
だきます）

地元の素材を活かし、
地域に根差したお菓子を…

奥 野 菓 子 店
期間限定！

松山産イチゴ使用のお菓子
好評発売中！！（５月まで）

営業時間　8:00 ～ 19:30
定休日　　日曜日
■問い合わせ先　
　奥野菓子店
　松山町新橋 266-1
　℡・Fax　487-2062

松山支所

農協

鹿児島
銀行

城南
保育園

花ん華

奥野
菓子店至 

志
布
志
↓

↑
至 

曽
於
市

県
道
109
号

県道 110 号

もちもち苺クレープ 苺ロールケーキ

　紗
さ き

希ちゃん（１歳）

　　　　　　　　　　　　　　（志布志町安楽）

父　雄作さん　　母　朋余さん

　「こうえん、いこ！」攻撃で毎日ヘトヘトだけど、
紗希ちゃんといると、とっても楽しいよ。
　のびのびと幸せに育ってね。
	 	 	 	 （両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

　友
ゆうき

幹さん（志布志町志布志）　　　　　	　28 歳
勤務先：そおリサイクルセンター
趣味：球技（ソフトボール・ゴルフ）
休日の過ごし方：一人カラオケ…
今のお仕事はどうですか？：
　楽しくやりがいを持って仕事をしています。
理想の異性：清潔感のある女性
同僚から一言（センターのＴさん）：
　とても控えめな友幹君。相棒の大先輩（伊﨑田出身）に怒鳴られ
ながらも楽しくやっています。
　そんな彼も、もうすぐ 30 歳。早く本気になれる彼女を見つけ、楽
しく有意義な人生を送ってもらいたいものです。



ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
！

　

昨
年
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
家
の
前
の

道
路
沿
い
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
大
量
に
投
げ
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
袋
に
拾
い
集
め
、
や
っ
と
き
れ

い
に
な
っ
た
と
思
っ
た
数
日
後
、
ま
た

空
き
缶
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
手
入
れ
の
さ
れ
て
い
な
い
藪
や
木

の
茂
み
に
隠
す
よ
う
に
投
げ
入
れ
て
あ

り
ま
す
。

　

自
分
の
飲
食
し
た
物
を
ゴ
ミ
処
理
が

大
変
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
人
に
片
付
け

て
も
ら
お
う
と
思
う
な
ら
、
買
わ
な
い

で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
環
境
の
中
で
き
れ
い
な
心

を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
志
布
志
市
の
未
来
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
マ
タ
ヨ
シ
く
ん
47
歳
女
）

　
　
　

▼

　

マ
タ
ヨ
シ
く
ん
さ
ん
の
お
志
に
感
謝

す
る
一
方
で
、
悪
質
な
ポ
イ
捨
て
に
タ
メ

息
が
出
ま
す
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。

　

空
き
缶
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
分
別
す

れ
ば
立
派
な
資
源
。
し
っ
か
り
分
別
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

八
野
小
閉
校
寂
し
い

　

昭
和
37
年
、
当
時
5
年
生
の
私
は
友

人
と
八
野
小
学
校
へ
旅
を
し
ま
し
た
。

有
明
小
学
校
か
ら
同
校
へ
転
勤
さ
れ
た

Ｓ
先
生
の
は
か
ら
い
で
両
方
の
児
童
同

士
文
通
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
年

の
夏
の
日
、
砂
利
道
を
バ
ス
で
会
い
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

随
分
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。車
窓
か
ら
見
た
の
は
、

バ
イ
ク
に
乗
っ
た
Ｓ
先
生
の
後
に
数
人

の
子
ど
も
達
が
走
っ
て
い
る
光
景
で
し

た
。
私
た
ち
を
バ
ス
停
ま
で
迎
え
に
来

て
く
れ
た
の
で
す
。

　

ど
ん
な
話
を
し
た
の
か
記
憶
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
し
め
と

サ
ツ
マ
イ
モ
が
美
味
し
か
っ
た
と
い
う

記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

1
日
だ
け
の
八
野
小
訪
問
は
、
私
の

人
生
の
大
き
な
思
い
出
の
一
つ
。
閉
校

に
な
っ
て
も
、
私
の
心
に
ず
っ
と
生
き

続
け
ま
す
。

（
自
家
用
車
の
あ
る
家
庭
は
少
な
く
、
携

帯
も
メ
ー
ル
も
で
き
な
い
時
代
で
し
た
）

（
デ
ン
フ
ァ
ー
レ
乙
女
61
歳
女
）

　
　
　

▼

　

い
よ
い
よ
閉
校
が
間
近
に
迫
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
取
材
で
何
度
も
伺
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
私
も
や
は
り
寂
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

在
校
生
、
卒
業
生
、
関
わ
っ
て
き
た

す
べ
て
の
人
の
思
い
出
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
も
在
り
続
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は６通のお便りをいただきました）31　市報しぶし■ 2011.2

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多く
の皆様の投稿をお待ちしています。

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

碧
く
澄
む
湖
面
に
遊
ぶ
鷗
ら
と
絵
に
し
て
写
る
娘
の
さ
そ
い�

畑　

美
佐
子

雑
踏
に
吸
は
る
る
ご
と
き
横
断
の
耳
に
入
り
た
し
電
子
ギ
タ
ー
の
音
色�

前
原　
　

恭

お
通
夜
も
無
事
に
終
り
て
斎
場
へ
出
で
ゆ
く
門
に
猫
じ
ゃ
ら
し
燃
ゆ�

永
田
ミ
ツ
エ

ふ
と
見
あ
ぐ
雲
な
き
空
に
一
羽
の
鷹
ゆ
う
ゆ
う
と
旋
回
茜
に
消
ゆ
る�

隈
元　

チ
エ

親
戚
の
長
の
子
に
会
う
一
年
振
り
日
焼
け
る
笑
顔
な
お
逞
し
く�

山
口　

良
子

ま
っ
す
ぐ
と
思
い
て
蒔
き
し
大
根
が
畝
の
曲
っ
て
ふ
た
ば
の
出
て
来�

野
口　

順
子

コ
ス
モ
ス
の
花
群
れ
に
風
わ
た
り
吾
に
声
交
わ
す
ご
と
花
の
そ
よ
ぎ
ぬ�

石
橋　

道
子

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2011.2

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

こ
ろ
こ
ろ
と
水
の
音
し
て
猫
柳　

	

河
野　

通
人

下
馬
札
に
古
刹
の
栄
枯
落
葉
降
る	

冨
山　

達
次

着
ぶ
く
れ
て
菩
提
達
磨
と
な
り
に
け
り	

米
澤　

二
郎

寺
古
り
て
鳥ち
ょ
う
ご語

し
き
り
や
落
葉
塚	

冨
山　

茂
子

縁
側
で
墨
を
磨
る
午
後
小
春
か
な　

	

北
野　

治
美

今
年
よ
り
吾
子
も
加
は
り
年
酒
酌
む	

吉
村　

万
里

大
柏
四
十
五
度
の
冬
姿
か
な	

目
黒　

文
恵

石
段
を
数
へ
し
母
校
冬
日
和	

本
村
ミ
ツ
子

報
恩
講
釈
迦
難
行
の
御み
の
り法
聴
く	

山
口
よ
し
子

膝
の
上
に
置
き
し
夫
の
手
年
暮
る
る	

奥
野
紀
代
子

臘ろ
う
ば
い梅

の
香こ
う

も
写
真
に
と
じ
込
め
り	

北
川　

雨
水

冬
日
和
掴
み
た
く
な
る
池
の
鯉	

川
上　
　

豊

裏
木
戸
は
開
け
つ
放
し
や
餅
搗
け
り　

	

和
田　

洋
文

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

前ま
え
む向
き
い
今こ
と
し年
も
い
こ
ち
老お
ん
じ
ょ
み
と

夫
婦�

樋
渡
草
団
子

寄よ

い
正し
ょ
が
っ月

四よ
も
や
ま

方
山
話ば
な

し
座ざ

も
弾は
ず

ん�

満
留　

ぐ
み

下へ

た

ど

し

手
同
士
の
売う
い
け買

で
損そ
ん

も
得と
っ

も
無の

し�

福
山　

吉
連

高た

け
タ
バ
コ
一
本
く
れ
ち
言ゆ

に難
く
な
っ�

伊
地
知　

孝

寝ね
し
ょ
が
っ

正
月
で
テ
レ
ビ
ん
守も

い
が
安や
す
あ上

が
い�

今
村
千
代
子

リ
タ
イ
ア
ち
何な
ん
ち
ゅ言
は
な
ら
ん
超ち
ょ
う
き
だ
っ

気
楽�

木
藤　

富
美

嫁
が
来き

っ
花
が
咲せ

た
よ
な
男お
と
こ
じ
ょ
て

所
帯�

新
地　

十
意

酷ひ

で
体ご
て

ん
養よ
じ
ょ生
が
所し
ょ
て帯
繰ぐ

ゆ
狂く
る

わ
せ
っ�

末
村　

琢
詩

女お
な
ご
こ
え

模
合
酒さ
け

が
回
れ
ば
亭て
主
し
ゅ
惚の
ろ
け気�

竹
之
内
零
余
子

不ふ
け
い
き

景
気
で
神じ
ん
じ
ゃ社

は
ど
こ
も
長な

げ
行ぎ
ょ
れ
っ列�

野
村　

三
味

職し
ょ
っが

無の

し
政せ
い
じ治

ん
無む

さ策
き
難の

さ儀
ん
所し
ょ
て帯�

橋
口　

笑
二

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
曾ひ
ま
ご孫

」
曾ひ
ま
ご孫

ど
ま
人に

し数
も
名
前
も
聞き

っ
通ど

え
っ

　
　
　
（
唱
）
別べ
っ

な
子
ん
名
が
ず
う
ず
出で

い
こ
て�

�　

丸
目
南
兵
衛

題
「
気き
だ
っ楽
」
気き

だ楽
き
湯と

つ治
帰も
ど

や
杖つ
え

ど
ま
け
忘
れ
っ

　
　
　
（
唱
）
腰こ
し

じ
ゃ
手ご

て足
じ
ゃ
ち
シ
ャ
ン
ち
な
っ
せ
え�　

野
崎　

満
夫

題
「
下げ

た駄
」
祝ゆ
え
な
ん
こ

箸
戦
そ
こ
下げ

た駄
ん
歯は

ち
余じ

ん計
じ
飲の

ん

　
　
　
（
唱
）
吾わ

が
手
は
全ず
る
っ部
隠か
く

し
玉だ

め
し
っ�

�　

小
蓬
原
忠
則

題
「
空
腹
」
空
腹
が
群
っ
羽
釜
を
掻
っ
切
っ

　
　
　
（
唱
）
腹
が
満
た
れ
ば
語
い
も
弾
ん��

�　

畑
山　

敏
昭

有明小学校児童による棒踊り（民俗芸能大会より）



C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n
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賢
く
使
お
う
！
ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
は
…

　

一
般
的
な
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
、入
札
手
数
料
が
か
か
り
ま
せ
ん
が
、

ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
入
札
の
た

び
に
70
円
前
後
の
手
数
料
が
取
ら
れ
る

新
手
の
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

国
内
で
は
１
０
０
以
上
の
サ
イ
ト
が
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
気
商
品
が
格
安
で
手
に
入
る
事
を

売
り
に
す
る
ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に

関
す
る
相
談
が
、
昨
年
11
月
頃
か
ら
、

各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
例

●	

入
札
す
る
た
び
有
料
の
ポ
イ
ン
ト
を

取
ら
れ
る
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

落
札
で
き
な
い
。

●	

落
札
で
き
そ
う
に
な
る
と
誰
か
が
入

札
す
る
の
で
ポ
イ
ン
ト
代
ば
か
り
か

さ
む
。

●	

入
札
す
る
た
び
に
、
入
札
終
了
時
刻

が
延
長
さ
れ
る
。

注
意
点

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
に
は
、

事
前
に
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
す
る
必
要
が

あ
る
事
。商
品
を
落
札
で
き
な
け
れ
ば
、

購
入
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
損
に
な
る
事

な
ど
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
事
を
十
分
に
理

解
し
、
冷
静
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
安
全
商
品
情
報

	

子
供
に
よ
る
ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
が

原
因
で
、
火
災
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
子
供
が
簡
単
に
点
火
で
き
な

い
幼
児
対
策
を
施
し
た
ラ
イ
タ
ー
し
か

販
売
で
き
な
い
規
制
が
平
成
23
年
9
月

27
日
よ
り
導
入
さ
れ
ま
す
。

幼
児
対
策
と
は
、
点
火
レ
バ
ー
を
固
く

す
る
か
、
同
時
に
二
つ
以
上
の
操
作
を

し
な
い
と
点
火
で
き
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

規
制
導
入
に
先
行
し
て
販
売
が
開
始

さ
れ
て
い
る
の
で
購
入
が
可
能
で
す
。

※
規
制
の
対
象
は
一
般
に
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
役
所
で
は
、
消
費
生
活
全
般
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
巡
回

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

巡
回
相
談
日
程

◆	

２
月
16
日(

水)

時
間
10
時
～
15
時

　

場
所　

	

健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

◆	

３
月
１
日(

火)

時
間
10
時
～
15
時	

　

場
所　

	

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.14

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

救急医療情報キットを備えましょう
　市では、65 歳以上の高齢者のみの世帯などを対象に、病気や災害時に迅速に救急医療活動を受け
られる態勢を整えるため、平成 23 年３月より「救急医療情報キット」を希望者に無料で配布します。

救急医療情報キットとは
　ひとり暮らしの高齢者な
どが、ご自宅での緊急時に
備えるための道具です。救
急 医 療 活 動 に 必 要 な 氏 名、
生年月日、血液型、服薬内容、
かかりつけ医、緊急連絡先
などの情報をシートにご自
身で記載し、円筒形のプラ
スチック容器に入れ、自宅
の冷蔵庫に保管しておきま
す。

　緊急時に、かけつけた救急隊員が冷蔵庫から取り出
し、適切な救急医療活動のために活用します。
　キットはかけつけた救急隊員が探しやすいように、
ほとんどの家庭の台所にある冷蔵庫で保管します。

救急医療情報キットの配布対象者
　１　65 歳以上のひとり暮らしの方
　２　65 歳以上の高齢者のみの世帯
　３　 １級と２級の身体障害者手帳・療育手帳・１級

と２級の精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
のみの世帯

　４　上記２・３に該当される方のみの世帯

救急医療情報キットをもらうには
　３月上旬から本庁・各支所の下記窓口で申請ができ
ます。対象者であることを確認させていただくため、
生年月日と氏名が記載された本人確認書類（健康保険
証など）をご持参ください。代理の方でも申請できます。

申請・問い合わせ先
◆有明本庁福祉課社会福祉係　℡ 474-1111（内線 160）
◆志布志支所福祉課福祉係　　℡ 472-1111（内線 203）
◆松山支所市民課福祉係　　　℡ 487-2111（内線 271）

志布志市
志布
志市

①119 番へ助けを
　呼ぶ！

②救急隊員が玄関ド
　アの内側にマーク
　シールを確認

③冷蔵庫のドアにマ
　ークシールを発見

④冷蔵庫の中にある
　キットを取り出す

⑤キットの中身を確認
　し情報を入手する

⑥適切な処置をして
　病院へ搬送する

救急医療情報キットの活用イメージ こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市の人口　12 月 31 日現在
人　口	 34,157 人	 	 （18）
男　性	 16,129 人	 	 （12）
女　性	 18,028 人	 	 （6）
転　入	 93 人	 　転　出	 　62 人
出　生	 34 人	 　死　亡	 　47 人
世帯数	 15,674 戸	 	 （6）

志布志港　平成 22 年 11 月分

　①入港隻数　54 隻（日本 0、外国 54）
　②輸出	 14 億 19 百万円
　③輸入	 96 億 27 百万円

資料　鹿児島税関支署
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　　今月の納税 納付期限　２月 28 日（月）　口座振替日　２月 25 日（金）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 国民健康保険税（10 期）
 介護保険料（10 期） 後期高齢者医療保険料（10 期）

～税まめ知識 ⑲～
「滞納処分（たいのうしょぶん）　～差押え　その３～」

　前回に引き続き、滞納処分の「差押え」についての説明をいたします。
　差押の対象財産となる要件

◆差押えの対象となる財産が日本国内にあること

国税徴収法及び地方税法の施行地は日本国内であるため、財産は日本国内にあることが前提となります。

◆財産が金銭的価値を有すること

差押えとは、差押え財産を換価（売ってお金に換金すること）し、その代金を滞納税金に充てるため行
う処分であるため、差押えの対象となる財産は、当然、金銭的価値がなければなりません。
※例えば、預貯金や給与はそのまま「お金」であるため金銭的価値を有していますが、不動産などは「買
い手がいるかどうか」で「金銭的価値の有無」を判断します。

◆財産が譲渡性を有すること

譲渡とは、色々と意味はありますが、簡単に例えると「自分が所有している物件や債権などを売ること」
と考えていいでしょう。つまり、「差押えが出来る財産」とは売却ができるものでなければなりません。
　なお、「譲渡禁止の特約」がある財産であっても、差押えができる場合があります。また、債権などで
「取立てが出来るもの」も差押えが可能です。

35　市報しぶし■ 2011.2

ストップ滞納

平成22年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

■差押を実施した人数　127 人
　　　（平成 22 年 4 月～１月末現在）

第２回「県・市町村合同公売会」について
下記により開催されました。昨年２月に引き続き、当市からも数点出品しました。

　・開催日　　　：　平成 23 年２月２日（水）
　・入開催場所　：　鹿児島県庁講堂（鹿児島市鴨池新町）
　・公売物件　　：　ＡＶ機器、電化製品、美術品、骨董品、日用品など

不動産及び動産公売の実施について
　１月 19 日（木）、午前９時 30 分から市役所本庁において不動産公売を実施しました。公売の結果につきまして
は以下のとおりです。

物件番号 場　　所　 地目及び現況 落札状況

1 志布志市志布志町志布志二丁目 原野 落札

2 志布志市有明町野神字毛七ほか４筆 店舗・宅地 落札

3 志布志市有明町伊崎田字見帰 店舗・便所 入札なし

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
期
間
は
、
平
成
23
年
２
月
16
日
（
水
）
か
ら
平
成

23
年
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申

告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書

の
提
出
は
、
郵
送
等
で
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意
！

　

決
算
書
や
申
告
書
な
ど
の
税
務
書
類
の
作
成
等
を
依
頼
す
る

場
合
は
、
そ
の
人
が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
、
よ
く
確
認
し

て
か
ら
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
（
い
わ
ゆ
る
「
に
せ
税
理
士
」）
が
、

税
務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
を
す
る
こ
と
は
、

税
理
士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
せ
税
理
士
」
は
、法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、

税
務
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
調
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

も
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
結

果
的
に
あ
な
た
自
身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
十
分
に
ご
注
意
を
！

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

大
隅
税
務
署　

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
０
０
０
７

　
　
　
　
　
　
（
※
自
動
音
声
案
内
）

軽自動車検査協会の事務所（支所・分室）窓口で行う、
市町村合併に伴う車検証の住所変更手続について
① 市町村合併に伴う住所変更が反映されてない車検証につきましては、新住所への記載事項の変

更を行わなくてもよい措置（根拠法：道路運送車両法第 67 条第 2 項）が取られていますので、
特に手続きをされなくても問題ありません。

② 合併後の住所への変更を希望される場合には、軽自動車検査協会の事務所等窓口において、記
入申請用紙に記入して頂き、車検証を添えて提出していただくなどの方法により、新住所の車
検証を交付させて頂いています。

③ 市町村合併後に継続車検を行う場合につきましては、車検証に加えて、継続検査申請書に窓口
備え付けの専用シート（ＯＣＲシート）や依頼書を添えてお申し出頂くか、或いは継続検査申
請書の住所欄に、「赤字で新住所を記載する」などの方法でも、新住所の車検証の交付をさせて
頂きます。

④ お申し出につきましては、ナンバーを管轄する軽自動車検査協会の事務所又は支所（分室）に
なります。

⑤ 混雑時におきましては、交付までのお時間を頂く場合がございますので、あらかじめご理解頂
きたくお願い申し上げます（大量の場合は、混雑時を避けて頂ければ幸いです）。

⑥ 市町村合併とは関係のない手続き（住居表示の変更や土地区画整理による変更）は、通常の手
続きとなりますのでご承知願います。

◆手続き、問い合わせ先　　軽自動車検査協会鹿児島事務所
　℡　０９９－２６２－０６０６

　差押の内容　
・給　与　 36 人 ・預貯金　 25 人
・不動産　 53 人 ・動　産　 １人
・債　権　 12 人



C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n
～
暮
ら
し
～

平
成
23
年
度
志
布
志
市

奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
23
年
度
の

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
・
海
外
留
学
生
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

●
高
校
生

●	

大
学
生
・
短
期
大
学
生
及
び
高
等
専

門
学
校
生

●	

留
学
生
（
高
校
生
・
大
学
生
・
短
期

大
学
生
及
び
高
等
専
門
学
校
生
・
専

門
学
校
生
）

※
進
学
等
は
新
規
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
金
）か
ら
４
月
28
日（
木
）

■
貸
与
金
額
（
年
額
）

●
高
校
生　

18
万
円

　
　
　
　
　
（
月
額
１
万
５
０
０
０
円
）

●
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生

　
　
　
　
　
　

36
万
円（
月
額
３
万
円
）

●
留
学
生
60
万
円　
　
（
月
額
５
万
円
）

■
貸
与
方
法

　

金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

へ
の
口
座
振
込
に
て
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
基
金
運
営
に
よ
る
た
め
、
年
３
回

（
７
月
、
10
月
、
２
月
）
振
込
み
ま
す
。

■
募
集
要
件

　

本
市
に
４
月
１
日
現
在
で
３
か
月
以

上
在
住
す
る
方
の
子
ど
も
、
所
得
が

５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
（
申
請
者
が

２
人
以
上
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
と
し
、
選
考
委
員
会
で
審

査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い
て
翌
年
か

ら
５
年
～
10
年
間
で
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
必
要
な
書
類
等
に
つ
き
ま

し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

●
有
明
分
室

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

●
松
山
分
室

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

山
重
幼
稚
園
の
園
児
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
度

山
重
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
園
で
き
る
園
児　

満
３
歳
以
上

●
募
集
定
員　
　
　
　

35
人

●
保
育
時
間　

8
時
15
分
～
14
時
ま
で

※	

7
時
30
分
～
8
時
15
分
・
14
時
か
ら
18

時
ま
で
は
預
か
り
保
育
に
な
り
ま
す
。

■
保
育
料
等
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

●
入
園
料　
　
　
　

５
０
０
円

●
教
材
料　
　
　
　

１
０
０
０
円
／
月

●
保
育
料　
　
　
　

４
０
０
０
円
／
月

●
給
食
費　
　
　
　

３
６
５
０
円
／
月

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費　
　

１
０
０
０
円
／
月

■
募
集
期
間　

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
有
明
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ利用

申
込
案
内

　

市
福
祉
課
で
は
、
平
成
23
年
度
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
み
の
受
付
を

行
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
利
用
希
望
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
は
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利
用
承
認

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
承
認
申
請
書
は
志
布
志
市
役
所

本
庁
・
支
所
ま
た
は
各
保
育
所
（
園
）

に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
承
認
申
請
書
の
受
付
期
間

２
月
14
日
（
月
）
～
２
月
28
日
（
月
）

※
土
日
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

配
布
・
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ
る

『
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利
用
承

認
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

『
父
母
の
就
業
証
明
書
』
を
添
付
し
て
、

保
護
者
が
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
る

基
準

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内
職

等
）、
母
親
の
出
産
・
病
気
や
負
傷
、

家
庭
の
災
害
等
に
よ
り
、
学
校
か
ら
帰

宅
し
て
も
１
人
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る

家
庭
の
小
学
１
年
生
～
4
年
生
の
児
童

に
限
り
ま
す
。

■
利
用
負
担
金

　

１
人
利
用
の
世
帯
は
４
０
０
０
円
、

２
人
以
上
利
用
の
世
帯
は
５
０
０
０
円

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

○
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

○
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
２
）

市
内
の
運
動
・
体
育
施
設
の

年
間
利
用
予
約
申
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
志
布
志
市
内
の
運

動
・
体
育
施
設
の
年
間
利
用
予
約
の
申

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
利
用

さ
れ
る
団
体
は
、
必
ず
左
記
の
要
領
に

よ
り
申
込
み
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
大
会
、
イ
ベ
ン

ト
に
限
り
ま
す
。

■
対
象
施
設　

城
山
及
び
志
布
志
運
動

施
設
並
び
に
有
明
の
体
育
施
設

■
利
用
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日

■
申
込
方
法　

所
定
の
利
用
予
約
申
請

書
に
よ
る（
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

■
受
付
期
間　

　
　
　

平
成
23
年
２
月
1
日
（
火
）
～

　
　
　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

（
期
限
を
過
ぎ
て
も
受
付
で
き
ま
す
が
、

期
限
内
に
申
し
込
ん
だ
団
体
を
優
先
し

ま
す
）

■
申
込
み
先　

●
城
山
総
合
公
園
の
運
動
施
設
→

　
　
　
　
　
　

城
山
総
合
公
園
体
育
館

●	

志
布
志
運
動
園
の
運
動
施
設
お
よ
び

し
お
か
ぜ
公
園
→

　
　
　
　
　

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
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●
有
明
体
育
施
設
→
有
明
総
合
体
育
館

※
志
布
志
陸
上
競
技
場
・
ふ
れ
あ
い
広

場
・
し
お
か
ぜ
公
園
は
12
月
～
３
月
は

養
生
期
間
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

①	

電
話
で
の
申
込
み
は
、
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

②	

各
団
体
の
利
用
予
約
日
の
日
時
が
、

市
及
び
市
体
育
協
会
等
の
行
事
と
重

複
す
る
時
は
、
市
及
び
市
体
育
協
会

が
優
先
し
ま
す
。

③	

利
用
予
約
日
の
日
時
が
、
他
の
団
体

と
重
複
す
る
と
き
は
、
後
日
当
該
団

体
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
調
整

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

～
そ
の
他
～

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
事
業

参
加
団
体
募
集

　

志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
市
内
を
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
さ
ら
に
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
つ
る
性
の
植

物
を
利
用
し
て
、
建
物
の
壁
面
に
「
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
を
作
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
団
体
が
あ
り
ま
し
た

ら
、市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係
、

又
は
各
支
所
産
業
振
興
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
15
日
（
火
）
～
３
月
14
日
（
月
）

場
所　

志
布
志
市
内

■
事
業
内
容　

　

つ
る
性
の
植
物
を
利
用
し
て
壁
面
に

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
を
作
る
の
に

必
要
な
種
、
苗
、
及
び
プ
ラ
ン
タ
ー
等

の
資
材
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

■
実
施
団
体　

学
校
、
企
業
、
校
区
公

民
館
、
自
治
会
、
こ
ど
も
会
等
の
団
体

■
実
施
条
件

●	

約
１
ヵ
月
間
の
温
度
を
記
録
し
、
日

誌
を
記
帳
で
き
る
団
体
。

●	

３
年
間
継
続
し
て
実
施
で
き
る
団

体
。
な
お
、
種
、
苗
、
肥
料
に
つ
い

て
は
３
年
間
配
布
し
ま
す
。

■
応
募
団
体
数　

５
団
体

　
　

応
募
団
体
多
数
の
場
合
、
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
4
―
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
2
―
１
１
１
１
（
内
線
４
１
４
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
で
家
庭
菜

園
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
志
布
志
町
上
昭
和
地
区
に

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
園
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
期
間
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
の
契
約
に
な
り
ま
す
。
農
園
の
１
区

画
当
た
り
の
面
積
は
約
27
㎡
で
、
入
園

料
は
１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
18

日
（
金
）
ま
で
に
お
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
入
園
希
望
者
が

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室
農
政
係

　

℡
４
７
2
―
１
１
１
１
（
内
線
４
１
２
）

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

者
の
募
集
に
つ
い
て

　

5
月
15
日
、
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

な
ど
で
開
催
予
定
の
「
第
５
回
鹿
児
島

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
へ
の
参
加

者
に
つ
い
て
、次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

　
「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の

予
選
を
兼
ね
た
大
会
で
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
種
目

　

陸
上
・
水
泳
・
卓
球
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

な
ど
（
障
害
別
）

■
参
加
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
、
13
歳
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

■
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

第
２
回
志
布
志
の
ひ
な
人
形
展

■
主
催　

志
布
志
市
観
光
ガ
イ
ド

■
共
催　

	

志
布
志
市

■
期
間　

開
催
期
間　

　

２
月
20
日
（
日
）
～
３
月
６
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

金
剛
寺
納
骨
堂
「
櫻
雲
堂
」

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
志
布
志
市
総
合
観
光
案
内
所　

　

℡
４
７
２
―
２
２
２
４
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●	松山団地　255 号　２DK　特賃住宅　２階建　家
賃 20,000 円（所得制限あり）
●	松山団地　276 号　４DK　特賃住宅　１戸建　家
賃 37,000 円（所得制限あり）
■問い合わせ・申込先　
　●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）
　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）



　
　
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

宮崎県串間市の養殖場での動植物採捕禁止（案）
に関する御意見募集

　宮崎海区漁業調整委員会では、宮崎県串間市の養殖場で
の漁場秩序の適正化のため、宮崎県串間市地先の養殖区域
内での動植物の採捕を禁止する規制を検討することとしま
した。策定にあたって皆様のご意見を募集しています。
　詳細は、宮崎県ホームページをご覧ください。
	問い合わせ先　
宮崎海区漁業調整委員会事務局
（宮崎県農政水産部水産政策課内）
　℡　0985-26-7146　　Fax　0985-26-7309
　宮崎県ホームページURL　http://www.pref.miyazaki.
　lg.jp/soshiki/kakushu/kaikugyojochosei.html

交通事故無料定期相談会

■日時　２月 23 日（水）、３月９日（水）
	 　10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険金や過
失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお持ちの方に専
門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談ください。
　　　【ご相談は全て無料、秘密は厳守いたします！】
	問い合わせ先　NPO法人交通事故被害者救済推進協会
　℡ 0994-65-6405

「相続登記はお済みですか月間」相談事業について

　日本司法書士会連合会では、相続登記を放置せずにでき
るだけ早い時期に登記手続きを行う事を進めるために、２
月を「相続登記はおすみですか月間」として無料相談会を
実施いたします。
■実施期間　２月１日～ 28 日の 1ヶ月間
■相談対象　相続登記およびこれに関係する相談
■相談場所　最寄りの司法書士事務所
	問い合わせ先　鹿児島県司法書士会
　℡ 099-256-0335
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カピック「食の挑戦」

①暗闇グルメ
　春の食材を目隠しして味わいます
■日　時　３月５日（土）12:00 ～ 13:30
　　　　　３月６日（日）12:00 ～ 13:30
■参加費　1,000 円
■定　員　各回 10 名（中学生以上対象）
②世界一辛い唐辛子体験
　世界の辛い料理バイキングランチ
■日　時　３月 19 日（土）12:00 ～ 13:30
　　　　　３月 20 日（日）12:00 ～ 13:30
■参加費　800 円
■定　員　各回 40 名
③世界一臭い食べ物体験
　スウェーデンのシュールストレミング試食
■日　時　３月 21 日（月）14:00 ～ 15:00
■参加費　200 円～ 6,000 円
　　　（30 名参加の場合 200 円）
■定　員　30 名
	申込・問い合わせ先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡　0994-45-3288、FAX　0994-45-3258
　e-mail：kapic111@po3.synapse.ne.jp

心の健康づくり
自殺対策講演会ｉｎそお開催について
　曽於地域は、県内でも自殺率の高い地域の一つです。自
殺の背景には健康面での悩みや経済問題、家庭問題などさ
まざまな要因が複雑にからんでいます。ひとりで悩まず、
相談ができるように “ 家庭・職場・地域 ” みんなで取り組
む必要があります。
　そこで、今回は家族のアルコール依存症や自殺という
数々の苦難と向かい合った体験談を通して、「いきる」と
いうことについて、一緒に考えてみませんか？
日時　平成 23 年 2 月 26 日（土）13：30 ～ 16：00（受
付 13：00 ～）
場所　志布志市文化会館志布志市志布志町志布志 2238-1
参加費　無料
特別講演『人生あきらめたらあかん』
　　　　～足りないものに不平不満を言わず、有るものに
感謝～
講師　市岡　裕子（ゴスペル歌手）
当日は無料健康相談を実施（要予約）
問い合わせ先　
　志布志保健所　℡ 472-1021（担当：マトバ）
　曽於地域産業保健センター℡ 099-482-0234

39　市報しぶし■ 2011.2

■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

ひっとべかごしま２０１１
共生・協働フェスティバルが開催されます。

　鹿児島県共生・協働センターとＮＰＯ法人、ボランティ
ア団体、自治会などで構成する共生・協働フェスティバル
実行委員会では、「ひっとべかごしま２０１１～共生・協
働フェスティバル」を開催します。	
　当日は、「共生・協働シンポジウム」や出展団体による
展示・発表・販売のほか、ジミー入枝のミニライブや軽ト
ラ市などがありますので、皆さんお誘い合わせの上ぜひお
越しください。
■日　時　３月６日（日）午前 10：00 ～ 16：00	
■場　所　かごしま県民交流センター
　　　　　（鹿児島市山下町 14-50）
問い合わせ先
　共生・協働フェスティバル実行委員会
　（かごしま県民交流センター協働活動促進課内）
　℡　099-221-6605、FAX　099-221-6640
　E-mail　p-kyodo@pref.kagoshima.lg.jp

「いも飴」「よもぎ餅・さくら餅」づくり伝承会
参加者募集

　開田の村管理組合では、昔懐かしのいも飴づくりとよも
ぎ餅・さくら餅づくりの伝承会を次の日程で開催します。
多数のご参加をお待ちしています。
１「いも飴」づくり
■日時　２月 27 日（日）９時～ 14 時
■参加費　1,500 円（材料代）
■募集人数　20 人（先着順）

２「よもぎ餅・さくら餅」づくり
■日時　３月 20 日（日）9時～ 13 時
■参加費　1,500 円（材料代）
■募集人数　20 人（先着順）
●申込期限（１、２とも）　２月 22 日（火）
※かっぽう着、タオル等をご持参ください。
	申込・問い合わせ先　開田の村管理組合
　℡ 471-4343

2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
　　　　　　　　（平日 9 時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9 時～ 18 時）

２月

 ３月

 11日 松下医院（内科・外科） ℡472-1124
  山　口　内　科（内　 科） ℡473-1188
13日  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
 20日　大山病院（内科） ℡472-1400
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
27日　びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  陽春堂内科診療所（内　 科） ℡472-5511

６日  山　口　内　科（内　 科） ℡473-1188
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
13日  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
 20日　石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212

２月・３月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

２月

３月

■松山地区　
２月	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
３月	 半下石建設	 	 ℡ 487-8706
■志布志地区
２月８ 日～２月 14日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
２月 15 日～２月 21日	 山本組	 ℡ 472-1101
２月 22 日～２月 28日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
３月 １ 日～ 3月 7 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
３月 ８日～ 3月 14日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
３月 15 日～ 3月 21日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
■有明地区
２月６ 日～２月 12日	 山中水道	 ℡ 474-1440
２月 13 日～２月 19日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
２月 20 日～２月 26日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
２月 27 日～ 3月 5 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
３月 6 日～ 3月 12日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
３月 13 日～ 3月 19日	 西江建設	 ℡ 474-2113
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなること
があり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日常
生活において、晴天なのに路面が濡れているなどありまし
たら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道局工務係　℡474-1111（内線483）

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※1
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センター）

母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センターはぐくみランド）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 松山地区新橋公民館）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(金)
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(日)

(火)

(水)

(木)

(月)
28

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

(木)

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
1歳6か月検診/麻しん・風しん1期予防接種
　　　　   (13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(土)

(日)
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法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室要予約）※2

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※1
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